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　一

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
〜
一
六
四
八
）
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
『
藤
樹
先
生
全

集
（
一
）

』
の
編
集
者
に
よ
れ
ば
、「
朱
子
学
時
代
」
と
言
わ
れ
る
中
年
期
と
、「
王
学
時
代
」

と
言
わ
れ
る
晩
年
期
と
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）

朱
子
哲
学
に
は
「
心
統
性
情
」
や
「
理
一
分
殊
」
や
「
変
化
気
質
」
な
ど
の
内

容
が
あ
る
が
、
そ
の
「
変
化
気
質
」
は
特
に
重
要
で
、
朱
子
哲
学
の
理
論
を
一
言

で
ま
と
め
れ
ば
つ
ま
り
「
変
化
気
質
」
論
だ
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

（
三
）「

気

質
」
と
い
う
概
念
は
、
朱
子
に
よ
れ
ば
、
張
載
・
程
子
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
朱
子
は
「
聖
門
（
つ
ま
り
儒
学
）
に
極
め
て
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
思
う
」

と
述
べ
て
、
気
質
の
説
こ
そ
、
そ
れ
ま
で
の
儒
教
理
論
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
重
要
な
教
義
だ
と
非
常
に
高
く
評
価
し
た
の
で

あ
る
。

（
四
）

ま
た
、
「
君
子
と
は
、
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
呼
称
で
あ
る
。
君
子
を
貴

重
な
存
在
と
す
る
の
は
、
そ
の
気
の
稟
受
が
形
成
し
た
性
を
変
化
し
た
か
ら
と
い

う
こ
の
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
君
子
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
。

（
五
）」

と
朱
子
は
言
う
。
こ
の
文
の
「
そ
の
気
の
稟
受
が
形
成
し
た

性
を
変
化
」
す
る
こ
と
は
つ
ま
り
、
朱
子
哲
学
に
い
う
「
変
化
気
質
」
の
こ
と
で

あ
る
。

朱
子
学
時
代
と
言
わ
れ
る
中
年
期
の
藤
樹
が
朱
子
学
に
お
け
る
「
変
化
気
質
」

論
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
し
、
「
変
化
気
質
」
と
い
う
語
を
よ

く
そ
の
時
期
の
著
作
に
用
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
こ
の
語
は
藤
樹
二
十
三
歳
の
作
と
さ
れ
る
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
一
度
だ
け

現
れ
る
の
を
除
い
て
、
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
藤
樹
の
著
作
に
は
全
く
見

受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
が
自
然
に
引
き
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
上
記
の
問
い
へ
の
答
え
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
で
き
る
だ
け
深
く
掘
り
下
げ
て
考
察
し
、
藤
樹
独
自
の
哲
学
的
・
思
想
的
営

み
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　二

『
全
集
』
に
所
収
の
「
年
譜
」
や
「
行
状
」
な
ど
に
は
、
中
江
藤
樹
生
涯
に
お

い
て
の
読
書
と
著
作
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
藤
樹
先
生
年
譜
」
に
は
、
十
七
歳
に
「
嘗
テ
大
学
ノ
句
読
ヲ
習
フ
ニ
、
正
心
・

修
身
・
斉
家
等
ノ
語
ア
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
儒
学
ニ
身
ヲ
修
メ
家
ヲ
斉
フ
ル
道
ア
ル
コ
ト
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更
に
、
「
藤
夫
子
行
状
聞
傳
」
も
あ
り
、
中
に
は
「
先
生
三
十
三
歳
今
年
性
理

會
通
ヲ
ヨ
ミ
、
発
明
ニ
感
而
毎
月
一
日
齊
戒
シ
太
乙
神
ヲ
祭
ル
。
…
。
冬
王
龍
渓

語
録
并
ニ
王
陽
明
全
集
ヲ
得
玉
フ
テ
熟
読
シ
玉
ヘ
バ
、
疑
ヒ
ノ
處
発
明
是
ア
リ
。

…
。
秋
孝
経
ノ
啓
蒙
ヲ
著
ㇵ
シ
玉
フ
。
…
。
先
生
三
十
六
歳
、
…
。
此
冬
詩
経
ヲ

講
ズ
。（
編
者
の
注:

三
十
三
歳
王
陽
明
全
集
を
読
ま
れ
た
り
と
は
恐
ら
く
は
誤
。
）
」

（
『
全
集
』
第
五
冊
、
八
九
頁
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
年
譜
」
や
「
行
状
」
の
記
述
に
よ
り
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
（
藤
樹

二
十
三
歳
の
作
）
は
恐
ら
く
『
全
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
著
作
の
中
で
は
最
初

期
の
著
作
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
る
。

（
六
）

こ
の
文
章
は
、
藤
原
惺
窩
に
師
事
し
た
菅
玄

同
が
そ
の
弟
子
安
田
安
昌
に
殺
害
さ
れ
た
事
件

（
七
）

に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
る
が
、
中

に
は
儒
学
、
特
に
朱
子
学
の
観
点
に
基
づ
い
て
の
批
評
が
見
ら
れ
て
、
最
初
期
の

藤
樹
思
想
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
は
、

「
蓋
シ
物
ニ
格
リ
知
ヲ
致
シ
テ
意
ヲ
誠
ニ
シ
心
ヲ
正
シ
以
テ
其
ノ
身
ヲ
修
ム
。
気

質
物
欲
ノ
累
無
ク
シ
テ
、
而
シ
テ
本
体
の
全
キ
ニ
復
リ
得
ン
カ
ナ
。
是
ヲ
以
テ
達

ス
レ
バ
則
チ
天
下
ヲ
善
ク
兼
ネ
テ
、
窮
ス
レ
バ
則
チ
独
リ
其
ノ
身
ヲ
善
ク
ス
。
此

レ
之
ヲ
儒
者
ト
謂
フ
。
…
、
是
ニ
由
ツ
テ
之
ヲ
観
レ
バ
、
玄
同
ノ
人
ト
為
リ
ヤ
、

聖
人
の
書
を
読
ム
ト
雖
ド
モ
、
口
耳
訓
詁
の
学
ニ
シ
テ
、
徳
ヲ
知
ラ
ズ
。
是
ヲ
以

テ
気
質
ヲ
変
化
ス
ル
能
ハ
ズ
、
才
ヲ
恃
ミ
妄
リ
ニ
作
ス
。
其
ノ
軀
ヲ
殺
ス
所
以
ナ

リ
。
…
。
敢
テ
問
フ
、
左
門
玄
同
ヲ
謂
ツ
テ
醇
儒
ト
称
セ
リ
。
然
ル
ニ
子
以
テ
之

ヲ
人
面
獣
心
ト
謂
ヘ
ル
者
ハ
、
何
ゾ
ヤ
。
曰
ク
、
其
ノ
鄙
夫
ヲ
謂
ツ
テ
人
面
獣
心

ト
為
ス
者
ハ
、
以
為
気
稟
に
拘
ハ
レ
、
人
欲
ニ
蔽
ハ
レ
テ
、
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
。

是
ヲ
以
テ
心
ノ
霊
モ
、
其
ノ
知
ル
所
ノ
者
、
情
欲
利
害
ノ
私
ニ
過
ギ
不
ル
而
已
。

是
レ
ハ
則
チ
人
ノ
形
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
而
モ
実
ハ
禽
獣
ニ
異
ラ
不
る
也
。
」（
『
全
集
』

第
一
冊
、
一
一
八
〜
九
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
格
物
」
「
致
知
」
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
気
質
」
「
物
欲
」
「
口

耳
訓
詁
之
学
」「
変
化
気
質
」「
気
稟
」「
人
欲
」「
本
心
」「
情
欲
」
の
諸
語
が
見
え
、

こ
れ
ら
の
語
は
い
ず
れ
も
、
儒
学
、
特
に
朱
子
哲
学
に
お
い
て
は
そ
の
哲
学
理
論

を
構
築
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
変
化
気
質
」
は
特
に
重

要
で
、
朱
子
哲
学
の
理
論
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば
つ
ま
り
「
変
化
気
質
」
論
だ
と

言
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
、
朱
子
学
時
代
の
藤
樹
が
当
然
「
変
化
気
質
」
と
い
う
語

を
自
著
に
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
語
は
「
安
昌
弑
玄
同
論
」

を
除
い
て
、
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
藤
樹
の
著
作
に
は
全
く
見
受
け
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
藤
樹
独
自

の
哲
学
的
・
思
想
的
営
み
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

藤
樹
は
早
期
朱
子
学
を
崇
拝
し
、
三
十
一
歳
に
「
原
人
」
を
著
し
て
「
三
皇
・
二
帝
・

禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
・
孔
子
・
顔
・
曽
・
思
・
孟
・
周
・
程
・
張
・
朱
ハ
、

惟
レ
人
ノ
師
也
。
」
（
「
原
人
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
一
頁
）
と
述
べ
て
宋
学

を
代
表
す
る
「
周
（
周
敦
頤
）・
程
（
二
程
、
つ
ま
り
程
顥
と
程
頤
の
兄
弟
）・
張
（
張

載
）
・
朱
（
朱
熹
、
つ
ま
り
朱
子
）
」
を
文
王
や
武
王
や
周
公
や
孔
子
や
孟
子
と
並

べ
て
「
惟
レ
人
ノ
師
也
」
と
賞
賛
し
た
の
で
あ
る
が
、
宋
学
に
対
し
て
全
く
疑
わ

ず
す
べ
て
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
三
十
三
歳
の
作
と
さ
れ
て
い
る

（
八
）「

大

上
天
尊
大
乙
神
経
序
」
と
「
霊
符
疑
解
」
に
は
、

「
愚
嘗
テ
霊
像
ヲ
拝
シ
、
而
以
為
へ
ラ
ク
易
神
ノ
尊
像
ニ
シ
テ
儒
者
ノ
敬
事
ス
ベ

キ
所
ノ
者
ナ
リ
ト
。
然
レ
ド
モ
宋
儒
符
章
ヲ
排
斥
シ
テ
他
ノ
左
験
無
シ
。
是
ヲ
以
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ヲ
知
ル
。
…
。
先
生
又
師
ト
ス
ベ
キ
者
ナ
キ
コ
ト
ヲ
愁
テ
、
四
書
大
全
ヲ
求
ム
。
…
。

先
ヅ
大
学
大
全
ヲ
読
ム
コ
ト
ホ
ト
ン
ド
百
遍
ニ
及
デ
始
テ
暁
得
ス
。
大
学
通
シ
テ

後
語
孟
読
ム
ニ
皆
通
ズ
」
、
二
十
歳
に
「
先
生
専
ラ
朱
學
を
崇
デ
格
套
ヲ
以
テ
受

用
ス
」
、
二
十
一
歳
に
「
是
ノ
年
初
学
同
士
ノ
タ
メ
ニ
大
学
啓
蒙
ヲ
著
ス
。
其
ノ

書
モ
ツ
パ
ラ
四
書
大
全
ニ
従
フ
。
后
コ
レ
ヲ
見
テ
イ
マ
ダ
精
カ
ラ
ズ
ト
シ
テ
之
ヲ

破
ル
」
、
二
十
八
歳
に
「
今
歳
筮
蓍
ニ
通
ズ
」
、
三
十
一
歳
に
「
夏
持
敬
図
説
并
ニ

原
人
ヲ
著
ス
」
、
三
十
二
歳
に
「
是
ニ
於
テ
論
語
ノ
解
ヲ
作
ラ
ン
ト
欲
ス
。
先
ヅ

郷
党
ノ
篇
ヨ
リ
起
テ
先
進
ノ
二
三
章
ニ
至
ル
」
、
三
十
三
歳
に
「
夏
孝
経
ヲ
読
デ

愈
々
味
深
長
ナ
ル
コ
ト
ヲ
覚
フ
。
…
。
夏
太
乙
神
経
ヲ
撰
ラ
バ
ン
ト
シ
テ
稿
半
ニ

及
ブ
。
病
ヲ
以
テ
終
ニ
成
書
ニ
及
ズ
。
秋
豫
陽
ノ
同
志
ノ
求
メ
ニ
依
テ
翁
問
答
ヲ

著
ス
。
…
。
冬
王
龍
渓
語
録
を
得
タ
リ
。
始
コ
レ
ヲ
読
ム
ト
キ
其
触
発
ス
ル
コ
ト

ノ
多
キ
コ
ト
ヲ
悦
ブ
。
然
レ
ト
モ
其
佛
語
ヲ
間
雑
シ
禅
学
ニ
近
キ
コ
ト
ヲ
恐
ル
」
、

三
十
四
歳
に
「
秋
孝
経
啓
蒙
ヲ
著
サ
ン
ト
欲
ス
。
疾
ニ
依
テ
又
成
ラ
ズ
。
明
年
終

ニ
啓
蒙
ヲ
ナ
ス
」
、
三
十
六
歳
に
「
此
冬
詩
経
ヲ
講
ズ
」
、
三
十
七
歳
に
「
是
年
始

テ
陽
明
全
集
ヲ
求
得
タ
リ
。
コ
レ
ヲ
読
デ
甚
ダ
触
発
印
証
ス
ル
コ
ト
ノ
多
キ
コ
ト

ヲ
悦
ブ
」
、
三
十
八
歳
に
「
今
年
ノ
冬
経
書
切
要
ナ
ル
語
ヲ
ヱ
ラ
ビ
挙
テ
解
ヲ
ナ

ス
」
、
四
十
歳
に
「
秋
鑑
草
刊
行
」
、
な
ど
と
記
し
て
い
る
（
『
全
集
』
第
五
冊
、

一
二
頁
〜
二
八
頁
）
。

ま
た
、
川
田
氏
本
「
藤
樹
先
生
年
譜
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
上
記
に
な
い
内

容
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
十
一
歳
に
「
始
読
大
学
」
、
二
十
三
歳
に
「
春
著
安
昌

弑
玄
同
論
」
、
二
十
八
歳
に
「
春
作
聖
像
賛
。
…
。
是
年
得
周
易
啓
蒙
読
之
」
、

二
十
九
歳
に
「
冬
作
神
農
像
賛
」
、
三
十
五
歳
に
「
先
生
専
講
孝
経
、
掲
愛
敬
二
字
、

示
学
者
。
…
。
秋
著
孝
経
啓
蒙
」
、
三
十
六
歳
に
「
書
賈
竊
刻
翁
問
答
、
先
生
聞

之
大
驚
、
命
速
毀
版
。
曰
、
上
巻
其
説
原
於
孝
経
、
存
之
尚
可
也
。
至
下
巻
、
則

憤
世
矯
俗
、
不
免
抑
揚
太
過
。
於
是
、
欲
尽
改
之
、
會
病
不
果
。
…
。
秋
作
聖
像
賛
」
、

な
ど
と
あ
る
（
『
全
集
』
第
五
冊
、
三
二
頁
〜
三
八
頁
）
。

如
上
の
二
篇
の
ほ
か
に
、
會
津
本
「
藤
樹
先
生
年
譜
」
も
あ
り
、
中
に
は
上
記

の
内
容
と
多
少
異
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
十
六
歳
に
「
是
年
十
三
経

ヲ
通
誦
ス
」
（
『
全
集
』
第
五
冊
、
四
一
頁
）
、
二
十
歳
に
「
是
年
大
学
啓
蒙
成
ル
」

（
同
上
、
四
二
頁
）
、
二
十
七
歳
に
「
是
年
始
テ
筮
蓍
通
ズ
。
先
生
曰
ク
、
易
経
ノ

道
理
ニ
於
テ
ハ
、
心
ヲ
尽
サ
バ
其
万
一
ヲ
得
ン
者
歟
。
…
、
是
ニ
於
テ
易
書
ヲ
需

モ
ト
メ
、
始
メ
テ
啓
蒙
ヲ
得
タ
リ
」
（
同
上
、
四
四
頁
）
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
藤
樹
先
生
行
状
」
も
あ
り
、
中
に
は
上
記
三
篇
の
内
容
と
異
な
る
記

述
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
陽
明
先
生
ノ
全
書
ヲ
得
タ
リ
。
…
。
是
寛
永
乙
亥

ノ
歳
先
生
二
十
八
歳
也
。
（
編
者
の
注:

先
生
與
池
田
氏
書
並
年
譜
皆
陽
明
全
集

に
作
る
。
但
し
本
書
に
在
つ
て
は
、
王
氏
の
書
を
得
た
る
を
以
て
二
十
八
歳
の
こ

と
と
す
れ
ど
も
、
他
は
皆
三
十
七
歳
の
こ
と
と
す
。
三
十
一
歳
の
作
原
人
に
先
賢

周
・
程
・
張
・
朱
の
名
を
示
せ
る
に
、
王
子
独
り
其
の
列
に
あ
ら
ざ
る
等
の
事

実
よ
り
、
編
者
は
年
譜
三
十
七
歳
の
説
を
正
し
と
思
ふ
。
）
」
（
『
全
集
』
第
五
冊
、

五
五
頁
）
、
「
先
生
大
学
古
本
ニ
モ
ト
ヅ
キ
テ
解
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
。
考
ハ
尤
晩
年
ニ
出

ヅ
。
（
編
者
の
注:

考
解
共
に
晩
年
の
作
に
し
て
其
の
間
先
後
を
定
む
る
こ
と
能

は
ず
。
唯
他
の
例
よ
り
言
へ
ば
、
考
先
づ
成
り
解
後
に
成
れ
り
と
す
る
を
穏
当
と

な
す
べ
き
か
。
委
し
く
は
巻
之
十
二
解
題
参
照
。
）
」
（
同
上
、
五
六
頁
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
考
解
」
は
つ
ま
り
「
大
学
考
」
と
「
大
学
解
」
の
こ
と
で
あ
る
。
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更
に
、
「
藤
夫
子
行
状
聞
傳
」
も
あ
り
、
中
に
は
「
先
生
三
十
三
歳
今
年
性
理

會
通
ヲ
ヨ
ミ
、
発
明
ニ
感
而
毎
月
一
日
齊
戒
シ
太
乙
神
ヲ
祭
ル
。
…
。
冬
王
龍
渓

語
録
并
ニ
王
陽
明
全
集
ヲ
得
玉
フ
テ
熟
読
シ
玉
ヘ
バ
、
疑
ヒ
ノ
處
発
明
是
ア
リ
。

…
。
秋
孝
経
ノ
啓
蒙
ヲ
著
ㇵ
シ
玉
フ
。
…
。
先
生
三
十
六
歳
、
…
。
此
冬
詩
経
ヲ

講
ズ
。（
編
者
の
注:
三
十
三
歳
王
陽
明
全
集
を
読
ま
れ
た
り
と
は
恐
ら
く
は
誤
。
）
」

（
『
全
集
』
第
五
冊
、
八
九
頁
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
年
譜
」
や
「
行
状
」
の
記
述
に
よ
り
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
（
藤
樹

二
十
三
歳
の
作
）
は
恐
ら
く
『
全
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
著
作
の
中
で
は
最
初

期
の
著
作
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
る
。

（
六
）

こ
の
文
章
は
、
藤
原
惺
窩
に
師
事
し
た
菅
玄

同
が
そ
の
弟
子
安
田
安
昌
に
殺
害
さ
れ
た
事
件

（
七
）

に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
る
が
、
中

に
は
儒
学
、
特
に
朱
子
学
の
観
点
に
基
づ
い
て
の
批
評
が
見
ら
れ
て
、
最
初
期
の

藤
樹
思
想
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
は
、

「
蓋
シ
物
ニ
格
リ
知
ヲ
致
シ
テ
意
ヲ
誠
ニ
シ
心
ヲ
正
シ
以
テ
其
ノ
身
ヲ
修
ム
。
気

質
物
欲
ノ
累
無
ク
シ
テ
、
而
シ
テ
本
体
の
全
キ
ニ
復
リ
得
ン
カ
ナ
。
是
ヲ
以
テ
達

ス
レ
バ
則
チ
天
下
ヲ
善
ク
兼
ネ
テ
、
窮
ス
レ
バ
則
チ
独
リ
其
ノ
身
ヲ
善
ク
ス
。
此

レ
之
ヲ
儒
者
ト
謂
フ
。
…
、
是
ニ
由
ツ
テ
之
ヲ
観
レ
バ
、
玄
同
ノ
人
ト
為
リ
ヤ
、

聖
人
の
書
を
読
ム
ト
雖
ド
モ
、
口
耳
訓
詁
の
学
ニ
シ
テ
、
徳
ヲ
知
ラ
ズ
。
是
ヲ
以

テ
気
質
ヲ
変
化
ス
ル
能
ハ
ズ
、
才
ヲ
恃
ミ
妄
リ
ニ
作
ス
。
其
ノ
軀
ヲ
殺
ス
所
以
ナ

リ
。
…
。
敢
テ
問
フ
、
左
門
玄
同
ヲ
謂
ツ
テ
醇
儒
ト
称
セ
リ
。
然
ル
ニ
子
以
テ
之

ヲ
人
面
獣
心
ト
謂
ヘ
ル
者
ハ
、
何
ゾ
ヤ
。
曰
ク
、
其
ノ
鄙
夫
ヲ
謂
ツ
テ
人
面
獣
心

ト
為
ス
者
ハ
、
以
為
気
稟
に
拘
ハ
レ
、
人
欲
ニ
蔽
ハ
レ
テ
、
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
。

是
ヲ
以
テ
心
ノ
霊
モ
、
其
ノ
知
ル
所
ノ
者
、
情
欲
利
害
ノ
私
ニ
過
ギ
不
ル
而
已
。

是
レ
ハ
則
チ
人
ノ
形
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
而
モ
実
ハ
禽
獣
ニ
異
ラ
不
る
也
。
」（
『
全
集
』

第
一
冊
、
一
一
八
〜
九
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
格
物
」
「
致
知
」
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
気
質
」
「
物
欲
」
「
口

耳
訓
詁
之
学
」「
変
化
気
質
」「
気
稟
」「
人
欲
」「
本
心
」「
情
欲
」
の
諸
語
が
見
え
、

こ
れ
ら
の
語
は
い
ず
れ
も
、
儒
学
、
特
に
朱
子
哲
学
に
お
い
て
は
そ
の
哲
学
理
論

を
構
築
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
変
化
気
質
」
は
特
に
重

要
で
、
朱
子
哲
学
の
理
論
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば
つ
ま
り
「
変
化
気
質
」
論
だ
と

言
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
、
朱
子
学
時
代
の
藤
樹
が
当
然
「
変
化
気
質
」
と
い
う
語

を
自
著
に
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
語
は
「
安
昌
弑
玄
同
論
」

を
除
い
て
、
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
藤
樹
の
著
作
に
は
全
く
見
受
け
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
藤
樹
独
自

の
哲
学
的
・
思
想
的
営
み
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

藤
樹
は
早
期
朱
子
学
を
崇
拝
し
、
三
十
一
歳
に
「
原
人
」
を
著
し
て
「
三
皇
・
二
帝
・

禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
・
孔
子
・
顔
・
曽
・
思
・
孟
・
周
・
程
・
張
・
朱
ハ
、

惟
レ
人
ノ
師
也
。
」
（
「
原
人
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
一
頁
）
と
述
べ
て
宋
学

を
代
表
す
る
「
周
（
周
敦
頤
）・
程
（
二
程
、
つ
ま
り
程
顥
と
程
頤
の
兄
弟
）・
張
（
張

載
）
・
朱
（
朱
熹
、
つ
ま
り
朱
子
）
」
を
文
王
や
武
王
や
周
公
や
孔
子
や
孟
子
と
並

べ
て
「
惟
レ
人
ノ
師
也
」
と
賞
賛
し
た
の
で
あ
る
が
、
宋
学
に
対
し
て
全
く
疑
わ

ず
す
べ
て
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
三
十
三
歳
の
作
と
さ
れ
て
い
る

（
八
）「

大

上
天
尊
大
乙
神
経
序
」
と
「
霊
符
疑
解
」
に
は
、

「
愚
嘗
テ
霊
像
ヲ
拝
シ
、
而
以
為
へ
ラ
ク
易
神
ノ
尊
像
ニ
シ
テ
儒
者
ノ
敬
事
ス
ベ

キ
所
ノ
者
ナ
リ
ト
。
然
レ
ド
モ
宋
儒
符
章
ヲ
排
斥
シ
テ
他
ノ
左
験
無
シ
。
是
ヲ
以
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虚
」
だ
け
が
終
始
一
貫
し
て
「
本
体
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
太

虚
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
明
確
な
叙
述
は
殆
ど
な
い
。
も
し
「
孝
経
心
法
」

が
藤
樹
の
真
筆
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
太
虚
」
は
「
理
」
と
「
気
」
の
ま
だ
分
離
し

て
い
な
い
渾
沌
と
し
た
混
合
体
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
十
一
）」

の
で
あ
る
。

藤
樹
の
「
孝
」
思
想
は
、
明
の
江
元
祚
が
編
纂
の
『
孝
経
大
全
』
、
及
び
そ
の

著
作
の
「
全
孝
心
法
」
か
ら
多
大
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
十
二
）

藤
樹
の
作
と
さ
れ
る
「
孝
経
心
法
」
に
「
天
地
ノ
未
開
ケ
ザ
ル
大
虚
ノ
理
ヲ
老
ト
シ
、

気
ヲ
子
ト
ス
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
一
五
頁
）
と
あ
り
、
「
孝
」
は
「
老
」
と

「
子
」
で
構
成
さ
れ
た
字
で
、
「
太
虚
」
と
同
義
の
「
孝
」
は
理
と
気
の
混
合
体
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
期
で
は
、「
大
乙
尊
神
」「
皇
上
帝
」「
神
道
」「
孝
」

「
太
虚
」
「
太
極
」
を
「
本
体
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、「
大
乙
尊
神
」
と
「
神

道
」
を
除
い
て
、

（
十
三
）「

皇
上
帝

（
十
四
）」

「
孝
」
「
太
虚
」
「
太
極
」
の
諸
語
は
具
体
的
に
、
理

と
気
の
未
分
状
態
の
混
合
体
を
意
味
す
る
概
念
と
思
わ
れ
る
。

『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藤
樹
の
著
作
の
、
「
首
経
考
」
「
孝
経
考
」
「
大
学

考
」
「
四
書
考
」
「
読
四
書
法
」
「
大
学
序
説
」
「
原
人
」
「
四
書
合
一
図
説
」
「
大
学

朱
説
序
図
説
」「
大
学
序
宗
旨
図
」「
五
性
図
説
」「
明
徳
図
説
」「
持
敬
図
説
」「
朱

子
格
物
説
解
」「
心
気
理
想
論
」『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
傳
』『
孝
経
啓
蒙
』『
翁
問
答
』（
上

巻
）
な
ど
が
、
前
期
の
作
と
推
定
で
き
る
。

（
十
五
）

こ
れ
ら
の
文
献
に
基
づ
い
て
藤
樹
前

期
の
「
工
夫
論
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
大
学
序
説
」
に
は
、
「
蓋
シ
天
自
リ
生
民
ヲ
降
ス
ト
キ
ハ
、
則
チ
既
ニ
之
ニ
與

フ
ル
ニ
仁
義
礼
智
ノ
性
ヲ
以
テ
セ
不
ル
と
云
フ
コ
ト
莫
シ
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
気
質

の
稟
ク
ル
コ
ト
或
ハ
斉
シ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
」
と
い
う
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
の

序
文
に
対
し
て
、

「
天
ハ
即
チ
皇
上
帝
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
二
二
頁
）

「
気
ハ
体
ノ
充
ナ
リ
、
以
テ
知
覚
運
用
ス
ル
所
ナ
リ
。
質
ハ
形
体
ナ
ル
。
」
（
『
全
集
』

第
一
冊
、
六
二
二
頁
）

と
注
解
し
て
、「
天
」
や
「
気
質
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
皇

上
帝
」
と
し
て
の
「
天
」
が
「
気
質
」
を
持
っ
て
人
間
を
生
じ
る
が
、
そ
の
「
気
」

は
人
間
の
体
に
充
満
し
て
い
て
「
知
覚
運
用
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
質
」

は
人
間
身
体
の
形
体
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
原
人
」
に
は
、

「
惟
レ
皇
上
帝
、
無
極
ニ
シ
テ
太
極
、
至
誠
ニ
シ
テ
至
神
、
二
五
の
気
惟
レ
厥
ノ
形
、

無
極
ノ
理
惟
レ
厥
ノ
心
。
其
ノ
大
外
無
ク
、
其
ノ
小
内
無
シ
。
厥
ノ
理
厥
ノ
気
、

自
然
ニ
シ
テ
息
ム
無
ク
、
妙
合
シ
テ
生
々
す
ス
ル
有
リ
、
終
始
時
無
シ
。
惟
レ
万

物
ノ
父
母
ナ
リ
。
厥
ノ
形
ヲ
分
ツ
テ
以
テ
万
物
ノ
形
ヲ
生
ミ
、
厥
ノ
心
を
ヲ
分
ツ

テ
以
テ
万
物
ノ
性
ヲ
命
ズ
。
形
ハ
ス
デ
ニ
分
レ
テ
異
ル
有
リ
、
心
分
ル
ト
雖
ド
モ

惟
レ
同
ジ
。
」
（
「
原
人
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
二
八
頁
）

「
明
徳
ハ
、
本
心
の
殊
称
ナ
リ
。
心
ハ
統
体
ノ
総
号
、
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
、

性
情
ヲ
統
ブ
。
一
身
に
主
タ
リ
ト
雖
ド
モ
、
其
ノ
実
ハ
天
地
有
形
ノ
外
ニ
通
ジ
、

其
ノ
大
外
無
ク
、
其
ノ
小
内
無
シ
。
即
チ
造
化
ノ
天
我
ニ
在
ル
ヲ
得
ル
者
ナ
リ
。
」

（
「
明
徳
図
説
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
七
八
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
「
皇
上
帝
」
は
「
太
極
」

で
あ
り
、
「
二
五
の
気
」
、
つ
ま
り
「
気
質
」
の
「
気
」
と
さ
れ
る
陰
陽
の
二
気
と

「
質
」
と
さ
れ
る
火
水
木
金
土
の
五
行

（
十
六
）は

そ
れ
の
「
形
」
で
あ
り
、
「
理
」
が
そ
れ

の
心
で
あ
る
。
「
太
極
」
の
「
気
」
と
「
理
」
が
結
合
し
て

（
十
七
）万

物
（
つ
ま
り
自
然

（52）

テ
疑
ヒ
テ
決
ス
ル
能
ハ
不
ル
コ
ト
此
ニ
三
年
ナ
リ
キ
。
」
（
「
大
上
天
尊
大
乙
神
経

序
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
四
〇
頁
）

「
蓋
シ
宋
儒
鬼
神
ノ
事
ニ
於
テ
体
認
熟
セ
ズ
但
時
俗
ノ
蔽
ヲ
矯
メ
ン
ト
欲
シ
テ
、

徒
ニ
口
ヲ
以
テ
辨
ヲ
取
ル
ノ
ミ
、
而
シ
テ
明
儒
其
ノ
非
ヲ
悟
リ
テ
、
其
ノ
失
ヲ
辨

ス
。
大
ニ
学
后
ニ
裨
有
リ
。
故
ニ
愚
宋
儒
ニ
従
ハ
ズ
シ
テ
而
シ
テ
明
儒
ニ
従
フ
。
」

（
「
霊
符
疑
解
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
四
六
頁
）

と
あ
る
。
宋
学
の
「
鬼
神
」
論
に
対
し
て
藤
樹
は
疑
問
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
藤
樹
先
生
年
譜
」
の
三
十
七
歳
の
條
に
は
、
「
是
年
始
テ
陽
明
全
集
ヲ
求
得
タ

リ
」
（
『
全
集
』
第
五
冊
、
二
六
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
藤
樹
三
十
七
歳
に
王

陽
明
の
学
説
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
に
書
い
た
「
與
池
田
子

（
九
）

」
と
い
う
書

簡
に
、
陽
明
学
に
つ
い
て
藤
樹
は
、

「
百
年
已
前
に
王
陽
明
と
申
先
覚
世
ニ
出
デ
朱
学
の
非
を
指
点
し
孔
門
嫡
派
の
学

術
を
発
明
め
さ
れ
候
。
大
学
古
本
を
信
じ
、
致
知
の
知
を
良
知
と
解
し
め
さ
れ
候
。

此
発
明
に
よ
つ
て
開
悟
の
様
に
覚
へ
申
候
。
」
（
「
與
池
田
子
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、

四
四
一
頁
）

と
評
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
藤
樹
の
著
述
に
は
「
良
知
」
の
語
が
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
陽
明
学
へ
の
傾
倒
が
著
し
い
。
三
十
三
歳
に
「
翁
問
答
」
を
著

し
た
が
、
三
十
六
歳
に
「
上
巻
其
説
原
於
孝
経
、
存
之
尚
可
也
。
至
下
巻
、
則
憤

世
矯
俗
、
不
免
抑
揚
太
過
。
」
（
前
述
）
と
言
っ
て
下
巻
の
内
容
を
改
め
よ
う
と
思

っ
て
い
た
。
後
に
そ
の
内
容
を
修
正
し
た
。
故
に
、
「
翁
問
答
」
下
巻
の
内
容
に

は
三
十
七
歳
以
降
の
藤
樹
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
見
え
る
「
格
物
」「
致
知
」「
誠
意
」「
正
心
」「
気
質
」「
物

欲
」
「
口
耳
訓
詁
之
学
」
「
気
稟
」
「
人
欲
」
「
本
心
」
「
情
欲
」
の
諸
語
は
い
ず
れ

も
朱
子
哲
学
に
見
え
る
用
語
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
用
語
が
朱
子
哲
学
の
「
工
夫
論
」

（
つ
ま
り
上
述
の
「
変
化
気
質
論
」
）
を
構
築
し
て
い
る
が
、
三
十
六
歳
よ
り
以
前

の
藤
樹
が
そ
れ
ら
の
用
語
に
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る
内
容
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
藤
樹
の
前
期
（
三
十
六
歳
以
前
）
の
「
工
夫
論
」
（
つ
ま
り
修

養
論
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
「
良
知
」
に
つ
い
て
の
藤
樹
の
思
索
に

つ
い
て
考
察
検
討
す
る
に
よ
っ
て
藤
樹
の
後
期
（
三
十
七
歳
以
降
）
の
「
工
夫
論
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
順
次
に
考
察
検

討
し
て
、
藤
樹
の
思
想
的
営
み
を
辿
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　

三

　
藤
樹
の
「
工
夫
論
」
に
つ
い
て
の
考
察
に
入
る
前
に
、
藤
樹
の
「
本
体
論
」
と
「
生

成
論
」
（
つ
ま
り
天
地
万
物
の
生
成
に
関
す
る
理
論
）
に
つ
い
て
見
て
置
こ
う
。

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
に
よ
れ
ば
、
藤
樹
の
い
う
「
本
体
」
は
つ
ま
り
、「
天

地
万
物
の
根
本
を
な
す
根
源
的
な
存
在
」
、
「
天
地
万
物
を
生
成
成
長
す
る
最
も
根

源
的
存
在

（
十
）

」
で
あ
る
が
、
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
「
本
体
」
を
表
す
用
語
に
変
化
が

見
ら
れ
る
。
「
そ
の
時
期
を
三
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は

三
十
三
歳
の
時
で
あ
り
、
「
太
虚
」
「
大
乙
尊
神
」
「
皇
上
帝
」
が
「
本
体
」
と
さ

れ
て
い
た
。
第
二
期
は
三
十
四
、
五
歳
の
時
で
あ
り
、「
皇
上
帝
」「
神
道
」「
孝
」「
太

虚
」「
太
極
」
を
「
本
体
」
と
し
た
。
第
三
期
は
三
十
七
歳
以
後
で
あ
り
、「
良
知
」「
明

徳
」「
太
虚
」
を
「
本
体
」
と
し
て
い
る
」
、「
こ
の
三
つ
の
時
期
に
お
い
て
、
た
だ
「
太
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虚
」
だ
け
が
終
始
一
貫
し
て
「
本
体
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
太

虚
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
明
確
な
叙
述
は
殆
ど
な
い
。
も
し
「
孝
経
心
法
」

が
藤
樹
の
真
筆
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
太
虚
」
は
「
理
」
と
「
気
」
の
ま
だ
分
離
し

て
い
な
い
渾
沌
と
し
た
混
合
体
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
十
一
）」

の
で
あ
る
。

藤
樹
の
「
孝
」
思
想
は
、
明
の
江
元
祚
が
編
纂
の
『
孝
経
大
全
』
、
及
び
そ
の

著
作
の
「
全
孝
心
法
」
か
ら
多
大
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
十
二
）

藤
樹
の
作
と
さ
れ
る
「
孝
経
心
法
」
に
「
天
地
ノ
未
開
ケ
ザ
ル
大
虚
ノ
理
ヲ
老
ト
シ
、

気
ヲ
子
ト
ス
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
一
五
頁
）
と
あ
り
、
「
孝
」
は
「
老
」
と

「
子
」
で
構
成
さ
れ
た
字
で
、
「
太
虚
」
と
同
義
の
「
孝
」
は
理
と
気
の
混
合
体
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
期
で
は
、「
大
乙
尊
神
」「
皇
上
帝
」「
神
道
」「
孝
」

「
太
虚
」
「
太
極
」
を
「
本
体
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、「
大
乙
尊
神
」
と
「
神

道
」
を
除
い
て
、

（
十
三
）「

皇
上
帝

（
十
四
）」

「
孝
」
「
太
虚
」
「
太
極
」
の
諸
語
は
具
体
的
に
、
理

と
気
の
未
分
状
態
の
混
合
体
を
意
味
す
る
概
念
と
思
わ
れ
る
。

『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藤
樹
の
著
作
の
、
「
首
経
考
」
「
孝
経
考
」
「
大
学

考
」
「
四
書
考
」
「
読
四
書
法
」
「
大
学
序
説
」
「
原
人
」
「
四
書
合
一
図
説
」
「
大
学

朱
説
序
図
説
」「
大
学
序
宗
旨
図
」「
五
性
図
説
」「
明
徳
図
説
」「
持
敬
図
説
」「
朱

子
格
物
説
解
」「
心
気
理
想
論
」『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
傳
』『
孝
経
啓
蒙
』『
翁
問
答
』（
上

巻
）
な
ど
が
、
前
期
の
作
と
推
定
で
き
る
。

（
十
五
）

こ
れ
ら
の
文
献
に
基
づ
い
て
藤
樹
前

期
の
「
工
夫
論
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
大
学
序
説
」
に
は
、
「
蓋
シ
天
自
リ
生
民
ヲ
降
ス
ト
キ
ハ
、
則
チ
既
ニ
之
ニ
與

フ
ル
ニ
仁
義
礼
智
ノ
性
ヲ
以
テ
セ
不
ル
と
云
フ
コ
ト
莫
シ
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
気
質

の
稟
ク
ル
コ
ト
或
ハ
斉
シ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
」
と
い
う
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
の

序
文
に
対
し
て
、

「
天
ハ
即
チ
皇
上
帝
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
二
二
頁
）

「
気
ハ
体
ノ
充
ナ
リ
、
以
テ
知
覚
運
用
ス
ル
所
ナ
リ
。
質
ハ
形
体
ナ
ル
。
」
（
『
全
集
』

第
一
冊
、
六
二
二
頁
）

と
注
解
し
て
、「
天
」
や
「
気
質
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
皇

上
帝
」
と
し
て
の
「
天
」
が
「
気
質
」
を
持
っ
て
人
間
を
生
じ
る
が
、
そ
の
「
気
」

は
人
間
の
体
に
充
満
し
て
い
て
「
知
覚
運
用
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
質
」

は
人
間
身
体
の
形
体
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
惟
レ
皇
上
帝
、
無
極
ニ
シ
テ
太
極
、
至
誠
ニ
シ
テ
至
神
、
二
五
の
気
惟
レ
厥
ノ
形
、

無
極
ノ
理
惟
レ
厥
ノ
心
。
其
ノ
大
外
無
ク
、
其
ノ
小
内
無
シ
。
厥
ノ
理
厥
ノ
気
、

自
然
ニ
シ
テ
息
ム
無
ク
、
妙
合
シ
テ
生
々
す
ス
ル
有
リ
、
終
始
時
無
シ
。
惟
レ
万

物
ノ
父
母
ナ
リ
。
厥
ノ
形
ヲ
分
ツ
テ
以
テ
万
物
ノ
形
ヲ
生
ミ
、
厥
ノ
心
を
ヲ
分
ツ

テ
以
テ
万
物
ノ
性
ヲ
命
ズ
。
形
ハ
ス
デ
ニ
分
レ
テ
異
ル
有
リ
、
心
分
ル
ト
雖
ド
モ

惟
レ
同
ジ
。
」
（
「
原
人
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
二
八
頁
）

「
明
徳
ハ
、
本
心
の
殊
称
ナ
リ
。
心
ハ
統
体
ノ
総
号
、
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
、

性
情
ヲ
統
ブ
。
一
身
に
主
タ
リ
ト
雖
ド
モ
、
其
ノ
実
ハ
天
地
有
形
ノ
外
ニ
通
ジ
、

其
ノ
大
外
無
ク
、
其
ノ
小
内
無
シ
。
即
チ
造
化
ノ
天
我
ニ
在
ル
ヲ
得
ル
者
ナ
リ
。
」

（
「
明
徳
図
説
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
七
八
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
「
皇
上
帝
」
は
「
太
極
」

で
あ
り
、
「
二
五
の
気
」
、
つ
ま
り
「
気
質
」
の
「
気
」
と
さ
れ
る
陰
陽
の
二
気
と

「
質
」
と
さ
れ
る
火
水
木
金
土
の
五
行

（
十
六
）は

そ
れ
の
「
形
」
で
あ
り
、
「
理
」
が
そ
れ

の
心
で
あ
る
。
「
太
極
」
の
「
気
」
と
「
理
」
が
結
合
し
て

（
十
七
）万

物
（
つ
ま
り
自
然
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と
く
に
才
能
の
達
せ
ざ
る
を
不
肖
と
す
。
愚
痴
不
肖
と
い
へ
ど
も
良
知
良
能
あ
り
。

そ
の
良
知
良
能
を
う
し
な
は
ざ
れ
ば
愚
痴
不
肖
も
善
人
の
徒
な
り
。
愚
痴
不
肖
を

そ
の
ま
ま
あ
く
に
ん
と
云
べ
き
こ
と
は
り
な
し
。
才
あ
る
も
才
な
き
も
知
あ
る
も

知
な
き
も
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
も
の
を
お
し
な
べ

て
悪
人
と
は
云
な
れ
ば
、
た
と
ひ
才
智
芸
能
す
ぐ
れ
た
り
と
も
邪
欲
ふ
か
し
て
良

知
く
ら
き
は
あ
く
に
ん
な
り
。
」
（
同
上
、
一
四
九
頁
）

と
あ
る
。
「
気
質
」
に
は
精
な
る
も
の
と
粗
な
る
も
の
の
二
種
が
あ
り
、
精
な
る
「
気

質
」
を
受
け
た
者
は
聖
賢
君
子
で
あ
り
、
聖
賢
君
子
の
「
気
」
は
清
ら
か
で
、「
質
」

は
正
し
い
も
の
で
あ
る
に
対
し
て
、
粗
な
る
「
気
質
」
を
受
け
た
者
は
愚
不
肖
で

あ
り
、
愚
不
肖
の
「
気
」
は
濁
っ
て
い
て
、
「
質
」
は
偏
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
愚
不
肖
に
「
良
知
良
能
」
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
「
悪
人
」
と
し
て

は
い
け
な
い
。
「
良
知
良
能
」
と
い
う
言
い
方
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
『
翁
問
答
』

上
巻
に
い
う
「
良
知
」
は
恐
ら
く
、
『
孟
子
』
尽
心
上
に
い
う
「
人
の
学
ば
ず
し

て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其
の
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、
其
の

良
知
な
り
。
」
に
よ
る
も
の
で
、
王
陽
明
の
い
う
「
致
良
知
」
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
（
三
十
四
五
歳
）
の
藤
樹
が
既

に
「
良
知
」
と
い
う
概
念
の
重
要
性
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
重
要
な
の
は
、
「
む
か
し
尭
舜
の
御
代
に
は
、
聖
人
は
天

子
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
其
つ
ぎ
の
大
賢
人
は
宰
相
と
な
り
、
そ
の
次
の

賢
人
は
諸
侯
と
な
り
、
そ
の
次
の
君
子
は
卿
太
夫
士
と
な
り
、
愚
痴
不
肖
な
る
も

の
は
農
工
商
の
庶
人
と
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
翁
問
答
』
上
巻
に
ま
た
「
人

間
尊
卑
の
位
に
五
だ
ん
あ
り
。
天
子
一
等
、
諸
侯
一
等
、
卿
大
夫
一
等
、
士
一
等
、

庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
等
な
り
。
」（
『
全
集
』
第
三
冊
、
六
八
頁
）
と
も
あ
る
よ
う
に
、

実
際
、
藤
樹
は
江
戸
時
代
の
身
分
制
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
藤
樹
の
こ
の
思

想
は
朱
子
哲
学
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
思
想
が
朱
子
哲
学

に
い
う
「
変
化
気
質
論
」
の
受
容
を
拒
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
形

気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
も
の
を
お
し
な
べ
て
悪
人
と
は

云
」
と
い
う
文
が
「
悪
人
」
が
生
ず
る
原
因
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
形
気
の

邪
欲
」
に
溺
れ
て
、
「
本
心
の
良
知
」
を
失
っ
た
人
の
こ
と
を
「
悪
人
」
と
言
う
。

で
は
、
藤
樹
の
い
う
「
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
」

と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
伴
っ
て
藤
樹
前

期
の
「
工
夫
論
」
が
明
確
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四

上
述
の
如
く
、
万
物
は
「
太
極
」
よ
り
「
気
」
と
「
理
」
を
稟
受
し
て
生
じ
る

の
で
あ
る
が
、
た
だ
人
間
だ
け
が
「
正
且
ツ
通
」
の
「
気
」
を
受
け
、
「
五
性
」

が
備
わ
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
五
性
」
と
は
つ
ま
り
、「
五
性
図
説
」
に
い
う
「
五

者
ノ
用
ニ
因
ツ
テ
以
テ
其
ノ
体
ニ
名
ツ
ク
。
曰
ク
、
仁
義
礼
智
信
。
此
ノ
五
者
ハ
、

万
古
不
易
ノ
理
ナ
リ
。
故
ニ
号
シ
テ
五
常
ト
曰
フ
。
（
割
注:

五
者
ノ
用
ハ
即
チ

慈
愛
果
断
恭
敬
是
非
忠
信
是
レ
ナ
リ
。
）
」（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
三
頁
）
の
「
五

常
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
つ
の
徳
の
こ
と
で
あ
り
、「
万
古
不
易
」

の
「
理
」
で
あ
る
。
一
般
に
、「
仁
義
礼
智
心
に
根
ざ
し
て
孝
は
又
五
性
の
本
実
為
り
、

故
に
徳
の
本
と
曰
ふ
。
」
（
『
孝
経
啓
蒙
』
（
初
稿
本
）
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
六
四

（54）

界
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
や
無
生
物
）
を
生
じ
て
、
そ
の
「
気
」
が
万
物
の
形
体
を
構

成
し
、
そ
の
「
理
」
が
万
物
の
「
性
」
と
な
る
。
万
物
の
形
体
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
あ
る
が
、「
太
極
」
か
ら
万
物
に
分
配
さ
れ
た
そ
の
「
心
」（
つ
ま
り
「
理
」
）

は
皆
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
明
徳
図
説
」
に
は
、

「
上
帝
万
物
ヲ
造
化
ス
ル
所
以
ノ
者
は
、
理
ト
気
ノ
ミ
。
気
以
テ
形
ヲ
成
シ
、
理

以
テ
性
ヲ
命
ズ
。
性
ヲ
以
テ
之
を
言
へ
バ
、
則
チ
万
物
一
原
、
固
ヨ
リ
人
物
貴
賤

ノ
殊
無
シ
。
謂
ハ
所
ル
天
ノ
命
ヲ
之
レ
性
ト
謂
フ
是
レ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
気
質
ノ

稟
、
或
ハ
正
通
偏
塞
ノ
異
無
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
是
ヲ
以
テ
気
ノ
偏
且
ツ
塞
ナ
ル
を

得
テ
、
物
ト
為
ル
者
ハ
、
既
ニ
形
気
ニ
捁
セ
ラ
レ
テ
、
以
テ
其
ノ
本
体
ノ
全
ヲ
充

ス
無
シ
。
故
ニ
只
心
ト
性
ト
ヲ
曰
フ
ノ
ミ
。
唯
人
ノ
生
ハ
、
乃
チ
其
ノ
気
ノ
正
且

ツ
通
ナ
ル
者
ヲ
得
テ
、
其
ノ
性
ノ
本
体
全
ク
明
ニ
シ
テ
五
性
具
ハ
ル
。
」
（
『
全
集
』

第
一
冊
、
六
七
五
〜
六
頁
）

と
見
え
、
こ
こ
で
は
、
万
物
が
「
上
帝

（
十
八
）」

か
ら
「
気
」
と
「
理
」
を
受
け
て
生
じ
、

「
気
」
は
万
物
の
形
体
を
形
成
し
、「
理
」
は
万
物
の
「
性
」
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

人
間
以
外
の
物
は
「
偏
且
ツ
塞
」
の
「
気
」
を
稟
受
し
て
物
と
な
り
、
人
間
だ
け

が
「
正
且
ツ
通
」
の
「
気
」
を
稟
受
し
て
人
間
と
な
り
、
そ
の
人
間
の
「
性
」
は

「
全
ク
明
ニ
シ
テ
五
性
具
ハ
ル
」
、
と
い
う
。
人
間
は
「
正
且
ツ
通
」
の
「
気
」
を

稟
受
し
て
人
間
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
大
学
序
説
」
に
は
、

「
気
質
の
稟
、
或
ハ
斉
シ
キ
コ
ト
能
ハ
不
ル
ハ
、
気
ニ
清
濁
有
リ
。
稟
清
キ
者
、

智
者
為
リ
。
稟
濁
レ
ル
者
、
愚
者
為
リ
。
質
ニ
純
駁
有
リ
、
稟
純
ナ
ル
者
、
賢
為
リ
。

稟
駁
な
る
者
、
不
肖
為
リ
。
気
質
の
斉
シ
カ
ラ
不
ル
ハ
、
多
端
ト
雖
ド
モ
、
而
モ

大
要
智
愚
賢
不
肖
四
者
ニ
過
ギ
不
ル
ノ
ミ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
二
五
頁
）

と
い
う
注
釈
が
あ
り
、
人
間
に
お
い
て
は
、
清
ら
か
な
「
気
」
を
受
け
た
者
は
知

者
で
あ
り
、
濁
っ
た
「
気
」
を
受
け
た
者
は
愚
者
で
あ
り
、
純
粋
な
「
質
」
を
受

け
た
者
は
賢
者
で
あ
り
、
雑
駁
な
「
質
」
を
受
け
た
者
は
不
肖
者
で
あ
る
、
こ
の

よ
う
に
「
気
質
」
の
稟
受
は
斉
し
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
「
気
ハ
体
ノ
充
ナ
リ
、
以
テ
知
覚
運
用
ス
ル
所
ナ
リ
。
質
ハ
形
体
ナ
ル
。
」

と
い
う
言
い
方
に
よ
れ
ば
、
「
質
」
は
人
間
の
肉
体
部
分
の
形
体
を
構
成
す
る
と

理
解
で
き
る
が
、
「
聖
人
ノ
心
、
精
明
純
粋
ニ
シ
テ
、
直
方
ノ
本
然
ヲ
失
ハ
ズ
。
」

（
「
持
敬
図
説
」
、『
全
集
』
第
一
冊
、
六
九
二
頁
）
と
あ
り
、「
精
明
純
粋
」
が
「
質
」

で
あ
れ
ば
、
「
気
質
」
の
「
質
」
も
人
間
の
「
心
」
を
形
成
す
る
も
の
で
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

（
十
九
）『

翁
問
答
』
上
巻
に
は
、

「
聖
賢
君
子
は
人
の
精
な
り
、
愚
痴
不
肖
は
人
の
粗
な
り
。
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、

一
四
六
頁
）

「
精
を
う
け
た
る
せ
い
け
ん
君
子
は
気
き
よ
く
質
た
だ
し
き
ゆ
へ
に
を
の
づ
か
ら

根
本
の
善
を
う
し
な
は
ず
。
粗
を
う
け
た
る
愚
不
肖
は
気
に
ご
り
質
偏
な
る
に
よ

つ
て
、
国
の
し
を
き
道
あ
れ
ば
根
本
の
善
を
う
し
な
は
ず
、
し
を
き
無
道
な
れ
ば

そ
れ
に
あ
や
か
り
て
、
根
本
の
善
を
う
し
な
ひ
悪
を
な
す
も
の
な
り
。
た
と
へ
ば

く
せ
な
き
馬
を
も
下
手
が
の
り
候
へ
ば
、
い
ろ
い
ろ
く
せ
の
い
で
く
る
が
ご
と
し
。

む
か
し
尭
舜
の
御
代
に
は
、
聖
人
は
天
子
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
其
つ
ぎ

の
大
賢
人
は
宰
相
と
な
り
、
そ
の
次
の
賢
人
は
諸
侯
と
な
り
、
そ
の
次
の
君
子
は

卿
太
夫
士
と
な
り
、
愚
痴
不
肖
な
る
も
の
は
農
工
商
の
庶
人
と
な
り
、
云
々
。
」
（
同

上
、
一
四
七
〜
八
頁
）

「
聖
賢
の
ご
と
く
に
智
慧
の
あ
き
ら
か
な
ら
ざ
る
を
愚
痴
と
す
。
せ
い
け
ん
の
ご
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と
く
に
才
能
の
達
せ
ざ
る
を
不
肖
と
す
。
愚
痴
不
肖
と
い
へ
ど
も
良
知
良
能
あ
り
。

そ
の
良
知
良
能
を
う
し
な
は
ざ
れ
ば
愚
痴
不
肖
も
善
人
の
徒
な
り
。
愚
痴
不
肖
を

そ
の
ま
ま
あ
く
に
ん
と
云
べ
き
こ
と
は
り
な
し
。
才
あ
る
も
才
な
き
も
知
あ
る
も

知
な
き
も
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
も
の
を
お
し
な
べ

て
悪
人
と
は
云
な
れ
ば
、
た
と
ひ
才
智
芸
能
す
ぐ
れ
た
り
と
も
邪
欲
ふ
か
し
て
良

知
く
ら
き
は
あ
く
に
ん
な
り
。
」
（
同
上
、
一
四
九
頁
）

と
あ
る
。
「
気
質
」
に
は
精
な
る
も
の
と
粗
な
る
も
の
の
二
種
が
あ
り
、
精
な
る
「
気

質
」
を
受
け
た
者
は
聖
賢
君
子
で
あ
り
、
聖
賢
君
子
の
「
気
」
は
清
ら
か
で
、「
質
」

は
正
し
い
も
の
で
あ
る
に
対
し
て
、
粗
な
る
「
気
質
」
を
受
け
た
者
は
愚
不
肖
で

あ
り
、
愚
不
肖
の
「
気
」
は
濁
っ
て
い
て
、
「
質
」
は
偏
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
愚
不
肖
に
「
良
知
良
能
」
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
「
悪
人
」
と
し
て

は
い
け
な
い
。
「
良
知
良
能
」
と
い
う
言
い
方
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
『
翁
問
答
』

上
巻
に
い
う
「
良
知
」
は
恐
ら
く
、
『
孟
子
』
尽
心
上
に
い
う
「
人
の
学
ば
ず
し

て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其
の
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、
其
の

良
知
な
り
。
」
に
よ
る
も
の
で
、
王
陽
明
の
い
う
「
致
良
知
」
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
（
三
十
四
五
歳
）
の
藤
樹
が
既

に
「
良
知
」
と
い
う
概
念
の
重
要
性
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
重
要
な
の
は
、
「
む
か
し
尭
舜
の
御
代
に
は
、
聖
人
は
天

子
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
其
つ
ぎ
の
大
賢
人
は
宰
相
と
な
り
、
そ
の
次
の

賢
人
は
諸
侯
と
な
り
、
そ
の
次
の
君
子
は
卿
太
夫
士
と
な
り
、
愚
痴
不
肖
な
る
も

の
は
農
工
商
の
庶
人
と
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
翁
問
答
』
上
巻
に
ま
た
「
人

間
尊
卑
の
位
に
五
だ
ん
あ
り
。
天
子
一
等
、
諸
侯
一
等
、
卿
大
夫
一
等
、
士
一
等
、

庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
等
な
り
。
」（
『
全
集
』
第
三
冊
、
六
八
頁
）
と
も
あ
る
よ
う
に
、

実
際
、
藤
樹
は
江
戸
時
代
の
身
分
制
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
藤
樹
の
こ
の
思

想
は
朱
子
哲
学
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
思
想
が
朱
子
哲
学

に
い
う
「
変
化
気
質
論
」
の
受
容
を
拒
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
形

気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
も
の
を
お
し
な
べ
て
悪
人
と
は

云
」
と
い
う
文
が
「
悪
人
」
が
生
ず
る
原
因
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
形
気
の

邪
欲
」
に
溺
れ
て
、
「
本
心
の
良
知
」
を
失
っ
た
人
の
こ
と
を
「
悪
人
」
と
言
う
。

で
は
、
藤
樹
の
い
う
「
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
」

と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
伴
っ
て
藤
樹
前

期
の
「
工
夫
論
」
が
明
確
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四

上
述
の
如
く
、
万
物
は
「
太
極
」
よ
り
「
気
」
と
「
理
」
を
稟
受
し
て
生
じ
る

の
で
あ
る
が
、
た
だ
人
間
だ
け
が
「
正
且
ツ
通
」
の
「
気
」
を
受
け
、
「
五
性
」

が
備
わ
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
五
性
」
と
は
つ
ま
り
、「
五
性
図
説
」
に
い
う
「
五

者
ノ
用
ニ
因
ツ
テ
以
テ
其
ノ
体
ニ
名
ツ
ク
。
曰
ク
、
仁
義
礼
智
信
。
此
ノ
五
者
ハ
、

万
古
不
易
ノ
理
ナ
リ
。
故
ニ
号
シ
テ
五
常
ト
曰
フ
。
（
割
注:

五
者
ノ
用
ハ
即
チ

慈
愛
果
断
恭
敬
是
非
忠
信
是
レ
ナ
リ
。
）
」（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
三
頁
）
の
「
五

常
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
つ
の
徳
の
こ
と
で
あ
り
、「
万
古
不
易
」

の
「
理
」
で
あ
る
。
一
般
に
、「
仁
義
礼
智
心
に
根
ざ
し
て
孝
は
又
五
性
の
本
実
為
り
、

故
に
徳
の
本
と
曰
ふ
。
」
（
『
孝
経
啓
蒙
』
（
初
稿
本
）
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
六
四
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（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
七
八
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
「
明
徳
ハ
、
本
心
の
殊
称
ナ
リ
」
と
言
い
、
心
は
「
理
気

ヲ
合
し
、
性
情
ヲ
統
ブ
。
一
身
に
主
タ
リ
」
と
言
う
。
こ
れ
を
前
述
の
「
惟
此
無

極
ノ
理
二
五
ノ
精
妙
合
シ
テ
人
ト
ナ
リ
、
明
徳
ソ
ナ
ワ
ル
。
是
ヲ
性
ト
云
。
性
中

自
カ
ラ
仁
義
礼
智
信
ノ
條
理
ア
リ
」
と
い
う
文
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
藤
樹
に

あ
っ
て
は
、「
明
徳
」
と
「
本
心
」
と
「
道
心
」
は
同
義
の
概
念
で
、
こ
れ
を
「
五
性
」

「
五
常
」
と
も
称
さ
れ
、「
仁
義
礼
智
信
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
は
「
道

心
」
（
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
信
」
）
と
「
人
心
」
（
つ
ま
り
「
知
覚
運
動
」
）
を
統
べ

る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
性
」
と
「
情
」
を
統
べ
る
も
の
で
あ
る
、
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
の
血
肉
身
体
と
「
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
、『
孝
経
啓
蒙
』（
初
稿
本
）
に
は
、

「
身
ハ
其
ノ
大
ヲ
総
ベ
テ
言
ヒ
、
体
ハ
四
肢
ヲ
謂
フ
。
髪
ハ
毛
髪
、
膚
ハ
皮
膚
、

此
ノ
身
体
髪
膚
ハ
血
肉
ノ
身
体
髪
膚
ト
認
作
ス
可
カ
ラ
ズ
、
道
器
合
一
ノ
身
体
髪

膚
ト
看
作
ス
可
シ
。
蓋
シ
人
ノ
身
体
髪
膚
ハ
、
本
ト
性
命
ノ
凝
聚
ニ
シ
テ
道
器
ノ

分
无
シ
。
道
ハ
即
チ
器
、
器
即
チ
道
ナ
リ
。
謂
ハ
所
ル
仁
ハ
人
ナ
リ
、
形
色
ハ
天

性
ナ
リ
、
惟
ダ
聖
人
ニ
シ
テ
然
シ
テ
後
以
テ
形
ヲ
践
ム
可
シ
ト
是
レ
ナ
リ
。
人
其

ノ
本
心
ヲ
失
ツ
テ
、
而
シ
テ
后
道
ト
器
分
離
シ
テ
初
メ
テ
身
ヲ
血
肉
ノ
空
殻
子
ト

為
ス
ノ
ミ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
二
六
五
頁
）

と
あ
り
、
血
肉
の
身
体
髪
膚
を
「
器
」
と
し
、「
本
心
」
を
「
道
」
と
し
て
、「
本
心
」

を
失
う
と
、
「
道
」
と
「
器
」
が
分
離
す
る
、
と
い
う
。

上
述
の
如
く
、
前
に
引
用
し
た
「
気
は
身
体
に
充
て
知
覚
運
動
す
る
も
の
也
。

目
の
視
、
耳
の
聴
、
鼻
の
臭
を
し
り
、
口
舌
の
味
を
し
り
、
言
を
の
べ
、
手
の

持
、
足
の
行
、
形
体
の
寒
熱
病
痒
を
し
り
、
飢
渇
を
し
る
是
な
り
」
と
い
う
文
が

人
間
身
体
の
各
器
官
の
働
き
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
身
体
の
各
器
官
の
機

能
・
能
力
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
が
人
間
身
体
に
現
れ

た
時
は
、
そ
れ
が
身
体
各
器
官
の
働
き
で
あ
っ
て
人
間
の
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
が
「
道
心
」
「
五
性
」
「
明
徳
」
「
本
心
」
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
の
現
れ
と
し
て
の
身
体
各
器
官
の
働
き
が
「
人
心
」

「
知
覚
運
動
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
心
は
霊
覚
の
総
名
、
思
慮

の
別
名
な
り
」
と
い
う
文
が
、
「
心
」
の
働
き
は
「
思
慮
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
人
間
の
血
肉
身
体
は
「
本
心
」
（
つ
ま
り
身
体
各
器
官
の
機
能
・
能
力
）

を
失
え
ば
、「
空
殻
子
」（
つ
ま
り
空
っ
ぽ
の
抜
け
殻
）
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
は
「
其
ノ
鄙
夫
ヲ
謂
ツ
テ
人
面
獣
心
ト
為
ス
者
ハ
、
以

為
気
稟
に
拘
ハ
レ
、
人
欲
ニ
蔽
ハ
レ
テ
、
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
。
是
ヲ
以
テ
心
ノ
霊

モ
、
其
ノ
知
ル
所
ノ
者
、
情
欲
利
害
ノ
私
ニ
過
ギ
不
ル
ノ
ミ
。
是
レ
ハ
則
チ
人
ノ

形
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
而
モ
実
ハ
禽
獣
ニ
異
ラ
不
る
也
。
」
と
い
う
文
の
続
き
に
「
夫

レ
玄
同
ノ
人
ト
為
リ
ヤ
、
…
、
以
テ
形
気
ノ
私
ニ
陥
溺
シ
テ
、
而
シ
テ
性
命
ノ
正

ヲ
戕
賊
ス
。
是
レ
則
チ
人
面
獣
心
ノ
俗
ニ
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
。
」（
『
全
集
』
第
一
冊
、

一
二
一
頁
）
と
あ
り
、
「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
、
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と

を
「
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
」
こ
と
の
原
因
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
に
「
形
気
ノ
私
ニ

陥
溺
シ
テ
」
と
い
う
語
が
出
て
い
る
が
、
文
脈
か
ら
見
て
こ
れ
は
即
ち
「
本
心
ノ

徳
ヲ
失
フ
」
こ
と
と
理
解
で
き
る
。
で
は
、「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
、「
人
欲
」

に
蔽
わ
れ
る
こ
と
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。

「
明
徳
図
説
」
に
は
、

（56）

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
五
性
」
の
こ
と
を
よ
く
「
信
」
を
省
略
し
て
「
仁
義
礼
智
」

と
言
う
。
ま
た
、
「
惟
此
無
極
ノ
理
二
五
ノ
精
妙
合
シ
テ
人
ト
ナ
リ
、
明
徳
ソ
ナ

ワ
ル
。
是
ヲ
性
ト
云
。
性
中
自
カ
ラ
仁
義
礼
智
信
ノ
條
理
ア
リ
。
」（
「
人
道
図
説
」
、

『
全
集
』
第
二
冊
、
六
二
〇
頁
）
と
あ
り
、「
仁
義
礼
智
信
」
を
「
明
徳
」
と
も
呼
ぶ
。

「
仁
義
礼
智
信
」
を
「
五
性
」
と
言
う
が
、
「
仁
」
は
「
義
礼
智
」
を
包
括
す
る
。

（
二
十
）

だ
か
ら
、「
五
性
」
と
は
言
う
も
の
の
、
実
際
、
人
間
の
「
性
」
は
即
ち
「
仁
」
だ
と
、

「
仁
」
だ
け
を
挙
げ
て
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
「
太
極
」
よ
り
「
気
」

と
「
理
」
を
受
け
て
生
じ
る
際
に
、
そ
の
「
理
」
が
人
間
の
「
性
」
と
な
り
、
そ

の
「
性
」
（
つ
ま
り
「
仁
」
）
が
徳
と
し
て
人
間
の
「
心
」
に
根
ざ
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

藤
樹
の
著
作
に
「
心
」
に
つ
い
て
の
叙
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
「
心
気
理

想
論
」
に
は
、

「
性
は
霊
覚
の
本
体
、
寂
然
不
動
感
じ
て
遂
に
天
下
之
故
に
通
じ
、
体
用
常
に
中

正
な
る
も
の
也
。
気
は
身
体
に
充
て
知
覚
運
動
す
る
も
の
也
。
目
の
視
、
耳
の
聴
、

鼻
の
臭
を
し
り
、
口
舌
の
味
を
し
り
、
言
を
の
べ
、
手
の
持
、
足
の
行
、
形
体
の

寒
熱
病
痒
を
し
り
、
飢
渇
を
し
る
是
な
り
。
心
は
霊
覚
の
総
名
、
思
慮
の
別
名
な
り
。

故
に
性
の
霊
覚
を
道
心
と
云
。
形
気
の
霊
覚
を
人
心
と
云
。
性
心
気
本
と
一
体
な

る
も
の
に
し
て
、
名
義
の
指
處
か
は
り
有
な
り
、
霊
覚
を
指
て
心
と
名
く
、
霊
覚

の
主
体
を
指
て
性
と
名
づ
く
。
霊
覚
の
流
行
し
て
、
体
に
充
る
處
を
指
て
気
と
名

づ
く
。
性
は
気
の
中
に
就
て
専
ら
理
を
指
点
す
。
心
は
理
気
を
統
て
名
を
立
。
理

気
を
分
て
み
る
時
は
理
は
霊
覚
あ
り
て
気
は
霊
覚
な
し
。
理
は
主
宰
、
気
は
乗
と

こ
ろ
の
幾
な
り
。
た
と
へ
ば
灯
火
の
火
は
性
、
蝋
燭
は
気
な
り
。
或
は
理
に
霊
覚

な
し
、
気
に
知
覚
あ
り
と
い
へ
る
説
あ
り
、
大
な
る
誤
也
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

五
七
二
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
心
」
は
「
理
気
を
統
て
名
を
立
」
、
つ
ま
り
「
理
」
と
「
気
」
を

統
括
す
る
が
故
に
「
心
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
。「
気
」
は
人
間
身
体
に
充
満

し
て
い
て
「
知
覚
運
動
」
を
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
言
え
ば
、「
目
の
視
、
耳
の
聴
、

鼻
の
臭
を
し
り
、
口
舌
の
味
を
し
り
、
言
を
の
べ
、
手
の
持
、
足
の
行
、
形
体
の
寒

熱
病
痒
を
し
り
、
飢
渇
を
し
る
」
と
い
っ
た
身
体
各
器
官
の
働
き
が
皆
「
気
」
の
知

覚
運
動
で
あ
る
。「
性
」
は
「
理
」
で
あ
り
、

（
二
十
一
）「

理
は
主
宰
、
気
は
乗
と
こ
ろ
の
幾
な

り
」、つ
ま
り
「
気
」
の
「
知
覚
運
動
」
は
「
理
」
に
従
っ
て
働
く
も
の
で
あ
る
。「
理
」

は
即
ち
「
仁
義
礼
智
」
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
心
」
は
「
仁
義
礼
智
」
と
「
知
覚
運
動
」

を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、「
仁
義
礼
智
」
を
「
心
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、「
知

覚
運
動
」
も
「
心
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、「
性
の
霊
覚
を
道
心
と
云
。

形
気
の
霊
覚
を
人
心
と
云
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」
の
「
心
」
を
「
道
心
」

と
称
し
、「
知
覚
運
動
」
の
「
心
」
を
「
人
心
」
と
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
、「
人
心
」
が
「
道
心
」
に
従
っ
て
働
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
気
」
と
「
理
」
の

関
係
は
「
理
ハ
気
ノ
帥
ナ
リ
。
気
ハ
理
ノ
卒
徒
ナ
リ
。
持
敬
は
理
ヲ
以
テ
気
ヲ
御
ス

ル
者
ナ
リ
。」（「
持
敬
図
説
」、『
全
集
』
第
一
冊
、
六
八
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
藤

樹
の
「
工
夫
論
」
で
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
（「
持
敬
」
は
「
工
夫
」
の

内
容
の
一
つ
）。
ま
た
、「
明
徳
図
説
」
に
は
、

「
明
徳
ハ
、
本
心
の
殊
称
ナ
リ
。
心
ハ
統
体
ノ
総
号
、
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
、

性
情
ヲ
統
ブ
。
一
身
に
主
タ
リ
ト
雖
ド
モ
、
其
ノ
実
ハ
天
地
有
形
ノ
外
ニ
通
ジ
、

其
ノ
大
外
無
ク
、
其
ノ
小
内
無
シ
。
即
チ
造
化
ノ
天
我
ニ
在
ル
ヲ
得
ル
者
ナ
リ
。
」
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中
江
藤
樹
の
「
徳
治
」
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易
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（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
七
八
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
「
明
徳
ハ
、
本
心
の
殊
称
ナ
リ
」
と
言
い
、
心
は
「
理
気

ヲ
合
し
、
性
情
ヲ
統
ブ
。
一
身
に
主
タ
リ
」
と
言
う
。
こ
れ
を
前
述
の
「
惟
此
無

極
ノ
理
二
五
ノ
精
妙
合
シ
テ
人
ト
ナ
リ
、
明
徳
ソ
ナ
ワ
ル
。
是
ヲ
性
ト
云
。
性
中

自
カ
ラ
仁
義
礼
智
信
ノ
條
理
ア
リ
」
と
い
う
文
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
藤
樹
に

あ
っ
て
は
、「
明
徳
」
と
「
本
心
」
と
「
道
心
」
は
同
義
の
概
念
で
、
こ
れ
を
「
五
性
」

「
五
常
」
と
も
称
さ
れ
、「
仁
義
礼
智
信
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
は
「
道

心
」
（
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
信
」
）
と
「
人
心
」
（
つ
ま
り
「
知
覚
運
動
」
）
を
統
べ

る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
性
」
と
「
情
」
を
統
べ
る
も
の
で
あ
る
、
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
の
血
肉
身
体
と
「
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
、『
孝
経
啓
蒙
』（
初
稿
本
）
に
は
、

「
身
ハ
其
ノ
大
ヲ
総
ベ
テ
言
ヒ
、
体
ハ
四
肢
ヲ
謂
フ
。
髪
ハ
毛
髪
、
膚
ハ
皮
膚
、

此
ノ
身
体
髪
膚
ハ
血
肉
ノ
身
体
髪
膚
ト
認
作
ス
可
カ
ラ
ズ
、
道
器
合
一
ノ
身
体
髪

膚
ト
看
作
ス
可
シ
。
蓋
シ
人
ノ
身
体
髪
膚
ハ
、
本
ト
性
命
ノ
凝
聚
ニ
シ
テ
道
器
ノ

分
无
シ
。
道
ハ
即
チ
器
、
器
即
チ
道
ナ
リ
。
謂
ハ
所
ル
仁
ハ
人
ナ
リ
、
形
色
ハ
天

性
ナ
リ
、
惟
ダ
聖
人
ニ
シ
テ
然
シ
テ
後
以
テ
形
ヲ
践
ム
可
シ
ト
是
レ
ナ
リ
。
人
其

ノ
本
心
ヲ
失
ツ
テ
、
而
シ
テ
后
道
ト
器
分
離
シ
テ
初
メ
テ
身
ヲ
血
肉
ノ
空
殻
子
ト

為
ス
ノ
ミ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
二
六
五
頁
）

と
あ
り
、
血
肉
の
身
体
髪
膚
を
「
器
」
と
し
、「
本
心
」
を
「
道
」
と
し
て
、「
本
心
」

を
失
う
と
、
「
道
」
と
「
器
」
が
分
離
す
る
、
と
い
う
。

上
述
の
如
く
、
前
に
引
用
し
た
「
気
は
身
体
に
充
て
知
覚
運
動
す
る
も
の
也
。

目
の
視
、
耳
の
聴
、
鼻
の
臭
を
し
り
、
口
舌
の
味
を
し
り
、
言
を
の
べ
、
手
の

持
、
足
の
行
、
形
体
の
寒
熱
病
痒
を
し
り
、
飢
渇
を
し
る
是
な
り
」
と
い
う
文
が

人
間
身
体
の
各
器
官
の
働
き
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
身
体
の
各
器
官
の
機

能
・
能
力
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
が
人
間
身
体
に
現
れ

た
時
は
、
そ
れ
が
身
体
各
器
官
の
働
き
で
あ
っ
て
人
間
の
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
が
「
道
心
」
「
五
性
」
「
明
徳
」
「
本
心
」
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
機
能
・
能
力
の
現
れ
と
し
て
の
身
体
各
器
官
の
働
き
が
「
人
心
」

「
知
覚
運
動
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
心
は
霊
覚
の
総
名
、
思
慮

の
別
名
な
り
」
と
い
う
文
が
、
「
心
」
の
働
き
は
「
思
慮
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
人
間
の
血
肉
身
体
は
「
本
心
」
（
つ
ま
り
身
体
各
器
官
の
機
能
・
能
力
）

を
失
え
ば
、「
空
殻
子
」（
つ
ま
り
空
っ
ぽ
の
抜
け
殻
）
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に
は
「
其
ノ
鄙
夫
ヲ
謂
ツ
テ
人
面
獣
心
ト
為
ス
者
ハ
、
以

為
気
稟
に
拘
ハ
レ
、
人
欲
ニ
蔽
ハ
レ
テ
、
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
。
是
ヲ
以
テ
心
ノ
霊

モ
、
其
ノ
知
ル
所
ノ
者
、
情
欲
利
害
ノ
私
ニ
過
ギ
不
ル
ノ
ミ
。
是
レ
ハ
則
チ
人
ノ

形
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
而
モ
実
ハ
禽
獣
ニ
異
ラ
不
る
也
。
」
と
い
う
文
の
続
き
に
「
夫

レ
玄
同
ノ
人
ト
為
リ
ヤ
、
…
、
以
テ
形
気
ノ
私
ニ
陥
溺
シ
テ
、
而
シ
テ
性
命
ノ
正

ヲ
戕
賊
ス
。
是
レ
則
チ
人
面
獣
心
ノ
俗
ニ
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
。
」（
『
全
集
』
第
一
冊
、

一
二
一
頁
）
と
あ
り
、
「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
、
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と

を
「
本
心
ノ
徳
ヲ
失
フ
」
こ
と
の
原
因
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
に
「
形
気
ノ
私
ニ

陥
溺
シ
テ
」
と
い
う
語
が
出
て
い
る
が
、
文
脈
か
ら
見
て
こ
れ
は
即
ち
「
本
心
ノ

徳
ヲ
失
フ
」
こ
と
と
理
解
で
き
る
。
で
は
、「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
、「
人
欲
」

に
蔽
わ
れ
る
こ
と
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。

「
明
徳
図
説
」
に
は
、
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（58）

「
情
ト
意
ハ
共
ニ
是
レ
心
ノ
用
ニ
シ
テ
、
本
ト
分
別
無
キ
者
ナ
リ
。
性
発
し
て
情

ト
為
ル
時
意
無
ク
、
心
発
シ
テ
意
ト
為
ル
時
情
無
キ
と
謂
フ
可
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド

モ
理
気
ノ
辨
に
原
ヅ
イ
テ
、
心
法
ノ
衡
鑑
を
明
カ
ニ
ス
レ
バ
、
則
チ
分
別
無
キ
可

カ
ラ
ズ
。
蓋
シ
喜
怒
哀
楽
性
に
原
ヅ
イ
テ
義
理
ニ
発
ス
ル
者
ハ
情
ト
為
シ
、
即
チ

道
心
ノ
謂
ヒ
ナ
リ
。
故
ニ
善
有
リ
テ
悪
無
シ
。
喜
怒
哀
楽
形
気
ニ
発
シ
テ
計
較
有

ル
者
ハ
意
ト
為
シ
。
即
チ
人
心
ノ
謂
ヒ
ナ
リ
。
其
ノ
本
然
ヲ
失
ハ
不
レ
バ
、
則
チ

発
シ
テ
節
ニ
中
ル
ノ
善
ト
為
シ
、
或
ハ
一
形
気
ノ
私
ニ
従
ヘ
バ
、
則
チ
発
シ
テ
節

ニ
中
ラ
不
ル
ノ
悪
ト
為
ス
。
以
テ
善
有
リ
又
悪
有
ル
所
ナ
リ
。
悪
ノ
根
柢
意
地
上

ニ
発
生
ス
。
是
ヲ
以
テ
大
学
ノ
工
夫
、
其
ノ
要
関
ハ
其
ノ
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
ニ
在
ル
。
」

（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
七
七
頁
）

と
あ
る
。
「
或
ハ
一
形
気
ノ
私
ニ
従
ヘ
バ
、
則
チ
発
シ
テ
節
ニ
中
ラ
不
ル
ノ
悪
ト

為
ス
」
の
部
分
が
恐
ら
く
、
「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ

ろ
う
。

（
二
十
二
）「

喜
怒
哀
楽
」
が
「
義
理
」
（
つ
ま
り
「
理
」
）
に
基
づ
い
て
発
し
た
も
の

は
そ
れ
を
「
情
」
と
す
る
が
、
「
喜
怒
哀
楽
」
が
「
形
気
」
か
ら
発
し
た
も
の
は

そ
れ
を
「
意
」
と
す
る
。
「
情
」
は
「
善
」
で
あ
る
が
、「
意
」
の
場
合
、「
本
然
」（
つ

ま
り
「
本
心
」
）

（
二
十
三
）を

失
わ
な
け
れ
ば
「
善
」
で
あ
り
、「
形
気
ノ
私
」
に
従
え
ば
「
悪
」

で
あ
る
。
で
は
、
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
と
は
何
か
。

「
人
欲
」
に
つ
い
て
、
「
五
性
図
説
」
に
は
、

「
愚
按
ズ
ル
ニ
誠
ハ
天
徳
ノ
本
質
ナ
リ
。
故
ニ
信
モ
亦
人
性
ノ
本
質
ナ
リ
。
蓋
し

四
性
未
ダ
発
セ
ザ
レ
バ
則
チ
渾
然
ト
シ
テ
中
ニ
在
リ
（
割
注:

四
性
ハ
仁
義
礼
智

ナ
リ
。
渾
ハ
全
ナ
リ
。
中
ハ
身
ノ
中
ヲ
言
フ
）
。
未
ダ
始
ヨ
リ
物
有
ツ
テ
以
テ
之

ニ
雑
ラ
ズ
（
割
注:

物
ハ
事
物
ナ
リ
。
之
ハ
性
ヲ
指
ス
）
。
真
実
無
妄
、
謂
ハ
所

ル
不
偏
不
倚
ノ
中
ハ
、
信
ノ
体
ナ
リ
（
割
注:

偏
ハ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
平
カ

ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
倚
ハ
依
ナ
リ
。
不
偏
不
倚
ハ
、
性
ノ
徳
、
道
ノ
体
ナ
リ
）
。
其

ノ
已
ニ
発
ス
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
惻
隠
羞
悪
恭
敬
是
非
ノ
心
随
ヒ
感
ジ
テ
応
ズ
（
割

注:

其
ハ
四
性
ヲ
指
ス
。
感
ハ
触
ナ
リ
、
動
ナ
リ
、
外
自
リ
シ
テ
内
ニ
触
レ
テ
動

カ
ス
ナ
リ
。
応
ハ
答
ナ
リ
、
内
自
リ
シ
テ
外
ニ
答
ヘ
見
ハ
ル
ル
ナ
リ
）
。
方
ツ
テ

ハ
其
ノ
発
ス
ル
時
ニ
人
欲
以
テ
之
ニ
雑
ハ
ル
無
ク
（
割
注:

人
ハ
人
ノ
形
気
ヲ
謂

ヒ
、
欲
ハ
情
ノ
好
ム
ナ
リ
。
人
欲
ハ
耳
目
口
鼻
四
肢
ノ
好
ム
所
性
ニ
率
ハ
ザ
ル
者

ナ
リ
。
之
ハ
四
端
ヲ
指
ス
）
、
而
シ
テ
誠
心
有
ツ
テ
而
シ
テ
四
端
ト
為
ル
。
是
レ

乃
チ
真
実
無
妄
ハ
、
信
ノ
用
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
五
六
頁
）

と
あ
り
、
「
人
欲
」
と
は
「
耳
目
口
鼻
四
肢
ノ
好
ム
所
性
ニ
率
ハ
ザ
ル
者
ナ
リ
」

と
説
明
し
て
い
る
。
藤
樹
に
あ
っ
て
は
、「
性
」
は
動
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
、「
知

覚
」
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
十
四
）「

性
」
の
感
じ
た
こ
と
に
応
じ
て
動
く
も
の
が
「
情
」

で
あ
り
、
「
情
」
は
外
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
欲
」
と
は
「
情
」
の
好
む
と
こ

ろ
で
あ
り
、
「
物
」
が
「
性
」
に
混
ざ
ら
な
け
れ
ば
、
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
か

ら
発
し
た
「
情
」
は
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
四
端
」
で
あ
り
、
「
耳

目
口
鼻
四
肢
ノ
好
ム
所
性
に
率
フ
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
物
」
が
「
性
」

に
混
ざ
れ
ば
、「
耳
目
口
鼻
四
肢
ノ
好
ム
所
性
ニ
率
ハ
ザ
ル
者
」
、
つ
ま
り
「
人
欲
」

と
な
り
、
そ
の
時
に
現
る
「
情
」
は
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
四
端
」

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
「
物
有
ツ
テ
以
テ
之
ニ
雑
ル
」
と
は
何
か
。
こ
の

問
い
へ
の
明
確
な
答
え
で
は
な
い
が
、
藤
樹
三
十
四
歳
に
書
い
た
手
紙
「
寄
友
」

（
二
十
五
）

に
は
、

「
迷
へ
る
凡
夫
は
性
の
善
な
る
事
を
知
ら
ず
、
我
本
心
の
好
む
處
を
ば
却
而
に
く

中
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藤
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み
、
本
心
の
悪
む
處
を
ば
却
而
好
み
、
自
良
知
を
欺
て
従
は
ず
。
其
危
處
を
安
と

し
、
其
禍
を
利
と
し
、
其
苦
を
楽
む
。
禍
福
利
害
の
分
数
あ
る
こ
と
を
知
ず
、
富

貴
も
願
へ
ば
得
る
物
と
思
ひ
、
貧
賤
も
い
と
へ
ば
免
る
る
物
と
迷
て
、
外
に
願
ひ

利
を
求
る
を
以
一
生
涯
の
務
め
と
し
て
、
苦
の
海
に
沈
む
こ
と
を
知
ず
。
」（
『
全
集
』

第
二
冊
、
四
六
四
頁
）

と
あ
り
、
「
外
に
願
ひ
利
を
求
る
」
、
つ
ま
り
外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を

追
い
求
め
る
こ
と
が
恐
ら
く
、
「
性
」
に
「
物
有
ツ
テ
以
テ
之
ニ
雑
ル
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
は
即
ち
、

外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を
追
い
求
め
る
が
故
に
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・

是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
気
稟
」
に
拘
わ

れ
る
と
は
「
形
気
ノ
私
」
に
従
う
こ
と
、
「
形
気
ノ
私
」
に
溺
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

だ
か
ら
、「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
と
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
は
同
義
で
あ
る
。

如
上
の
考
察
検
討
に
よ
り
、
藤
樹
の
い
う
「
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の

良
知
を
う
し
な
ふ
」
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
「
形
気
の
邪

欲
」
は
即
ち
「
人
欲
」
で
、
外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を
追
い
求
め
る
こ

と
で
あ
る
。
本
来
、
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
の
感
じ
た
こ
と
に
応
じ
て
「
惻
隠
・

羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
利
を
追
い
求
め
る

が
為
に
、
人
間
の
好
む
と
こ
ろ
と
「
性
」
の
好
む
と
こ
ろ
と
の
間
に
、
相
違
が
生

じ
て
、
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
が
「
本

心
」
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
本
心
」
は
人
間
身
体
各
器
官
の
機
能
・
能

力
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
人
間
身
体
の
各
器
官
の
働
き
は
そ
の
そ

れ
ぞ
れ
機
能
・
能
力
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
が
私
利
を
追

い
求
め
る
と
、
「
本
心
」
を
失
う
。
「
本
心
」
を
失
え
ば
、
人
間
身
体
の
各
器
官
が

正
常
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」

の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
る
こ
と
、
人
間
身
体
の
各
器
官
が
正
常
に
働
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
「
悪
」
と
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
形

気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
」
人
の
こ
と
を
「
悪
人
」
と
言

う
の
で
あ
る
。
「
心
」
か
ら
発
し
て
動
く
も
の
を
「
情
」
と
言
う
が
、
ま
た
「
意
」

と
も
言
う
。
「
本
心
」
を
失
え
ば
、
そ
の
「
意
」
は
「
悪
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
、「
悪

ノ
根
柢
意
地
上
ニ
発
生
ス
。
是
ヲ
以
テ
大
学
ノ
工
夫
、
其
ノ
要
関
ハ
其
ノ
意
ヲ
誠

ニ
ス
ル
ニ
在
ル
。
」
（
前
述
）
と
藤
樹
は
言
う
。

『
大
学
』
に
は
「
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
。

知
を
致
す
は
物
に
格
る
に
在
り
」
と
あ
る
。
藤
樹
の
「
工
夫
論
」
は
つ
ま
り
、「
致
知
」

「
格
物
」
を
行
っ
て
「
悪
」
の
「
意
」
を
克
服
す
る
こ
と
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。
「
朱

子
格
物
説
解
」
に
は
、

「
こ
れ
は
格
物
と
致
知
と
の
差
別
を
言
ふ
な
り
。
格
物
も
致
知
も
皆
理
を
窮
る
の

工
夫
な
り
。
し
か
れ
ど
も
致
知
は
格
物
の
成
功
を
期
す
る
も
の
な
り
。
格
物
は
物

の
理
窮
て
致
知
を
も
と
む
る
也
。
故
に
曰
く
致
知
は
全
体
に
説
、
格
物
は
零
細
に

説
と
。
致
知
は
我
本
然
の
知
の
全
体
を
推
し
窮
む
る
な
り
。
格
物
は
物
の
理
を
き

は
め
た
る
な
り
。
致
知
の
中
の
逐
一
の
工
夫
也
。
物
の
理
我
知
の
固
有
に
し
て
本

彼
此
の
分
別
な
き
ゆ
へ
に
、
吾
知
力
を
用
て
物
理
を
き
は
め
つ
く
せ
ば
、
即
ち
我

知
も
亦
尽
き
ざ
る
處
無
し
。
畢
竟
格
物
は
致
知
の
工
夫
の
準
的
な
り
。
是
を
以
て

文
公
補
伝
に
曰
く
、
欲
致
吾
之
知
在
即
物
而
窮
其
理
也
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

五
六
九
頁
）
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み
、
本
心
の
悪
む
處
を
ば
却
而
好
み
、
自
良
知
を
欺
て
従
は
ず
。
其
危
處
を
安
と

し
、
其
禍
を
利
と
し
、
其
苦
を
楽
む
。
禍
福
利
害
の
分
数
あ
る
こ
と
を
知
ず
、
富

貴
も
願
へ
ば
得
る
物
と
思
ひ
、
貧
賤
も
い
と
へ
ば
免
る
る
物
と
迷
て
、
外
に
願
ひ

利
を
求
る
を
以
一
生
涯
の
務
め
と
し
て
、
苦
の
海
に
沈
む
こ
と
を
知
ず
。
」（
『
全
集
』

第
二
冊
、
四
六
四
頁
）

と
あ
り
、
「
外
に
願
ひ
利
を
求
る
」
、
つ
ま
り
外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を

追
い
求
め
る
こ
と
が
恐
ら
く
、
「
性
」
に
「
物
有
ツ
テ
以
テ
之
ニ
雑
ル
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
は
即
ち
、

外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を
追
い
求
め
る
が
故
に
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・

是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
気
稟
」
に
拘
わ

れ
る
と
は
「
形
気
ノ
私
」
に
従
う
こ
と
、
「
形
気
ノ
私
」
に
溺
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

だ
か
ら
、「
気
稟
」
に
拘
わ
れ
る
こ
と
と
「
人
欲
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
は
同
義
で
あ
る
。

如
上
の
考
察
検
討
に
よ
り
、
藤
樹
の
い
う
「
形
気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の

良
知
を
う
し
な
ふ
」
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
「
形
気
の
邪

欲
」
は
即
ち
「
人
欲
」
で
、
外
部
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
私
利
を
追
い
求
め
る
こ

と
で
あ
る
。
本
来
、
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
の
感
じ
た
こ
と
に
応
じ
て
「
惻
隠
・

羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
利
を
追
い
求
め
る

が
為
に
、
人
間
の
好
む
と
こ
ろ
と
「
性
」
の
好
む
と
こ
ろ
と
の
間
に
相
違
が
生
じ

て
、
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
が
「
本

心
」
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
本
心
」
は
人
間
身
体
各
器
官
の
機
能
・
能

力
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
人
間
身
体
の
各
器
官
の
働
き
は
そ
の
そ

れ
ぞ
れ
機
能
・
能
力
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
が
私
利
を
追

い
求
め
る
と
、
「
本
心
」
を
失
う
。
「
本
心
」
を
失
え
ば
、
人
間
身
体
の
各
器
官
が

正
常
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
「
惻
隠
・
羞
悪
・
恭
敬
・
是
非
」

の
「
情
」
が
現
れ
な
く
な
る
こ
と
、
人
間
身
体
の
各
器
官
が
正
常
に
働
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
「
悪
」
と
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
形

気
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
」
人
の
こ
と
を
「
悪
人
」
と
言

う
の
で
あ
る
。
「
心
」
か
ら
発
し
て
動
く
も
の
を
「
情
」
と
言
う
が
、
ま
た
「
意
」

と
も
言
う
。
「
本
心
」
を
失
え
ば
、
そ
の
「
意
」
は
「
悪
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
、「
悪

ノ
根
柢
意
地
上
ニ
発
生
ス
。
是
ヲ
以
テ
大
学
ノ
工
夫
、
其
ノ
要
関
ハ
其
ノ
意
ヲ
誠

ニ
ス
ル
ニ
在
ル
。
」
（
前
述
）
と
藤
樹
は
言
う
。

『
大
学
』
に
は
「
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
。

知
を
致
す
は
物
に
格
る
に
在
り
」
と
あ
る
。
藤
樹
の
「
工
夫
論
」
は
つ
ま
り
、「
致
知
」

「
格
物
」
を
行
っ
て
「
悪
」
の
「
意
」
を
克
服
す
る
こ
と
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。
「
朱

子
格
物
説
解
」
に
は
、

「
こ
れ
は
格
物
と
致
知
と
の
差
別
を
言
ふ
な
り
。
格
物
も
致
知
も
皆
理
を
窮
る
の

工
夫
な
り
。
し
か
れ
ど
も
致
知
は
格
物
の
成
功
を
期
す
る
も
の
な
り
。
格
物
は
物

の
理
窮
て
致
知
を
も
と
む
る
也
。
故
に
曰
く
致
知
は
全
体
に
説
、
格
物
は
零
細
に

説
と
。
致
知
は
我
本
然
の
知
の
全
体
を
推
し
窮
む
る
な
り
。
格
物
は
物
の
理
を
き

は
め
た
る
な
り
。
致
知
の
中
の
逐
一
の
工
夫
也
。
物
の
理
我
知
の
固
有
に
し
て
本

彼
此
の
分
別
な
き
ゆ
へ
に
、
吾
知
力
を
用
て
物
理
を
き
は
め
つ
く
せ
ば
、
即
ち
我

知
も
亦
尽
き
ざ
る
處
無
し
。
畢
竟
格
物
は
致
知
の
工
夫
の
準
的
な
り
。
是
を
以
て

文
公
補
伝
に
曰
く
、
欲
致
吾
之
知
在
即
物
而
窮
其
理
也
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

五
六
九
頁
）
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後
期
の
「
本
体
論
」
は
ほ
ぼ
彼
前
期
の
「
本
体
論
」
を
継
承
す
る
も
の
で
、「
太
極
」

「
孝
」
「
太
虚
」
を
「
本
体
」
と
し
、
そ
の
「
本
体
」
を
「
理
」
と
「
気
」
の
混
合

体
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
理
」
と
「
気
」
の
混
合
体
で
あ
る
「
太
極
」
は
、
そ
の
「
気
」
が
動
静
の
運
動
を
し
、

そ
の
「
動
」
の
気
は
陽
気
で
、
そ
の
「
静
」
の
気
は
陰
気
で
あ
り
、
陰
陽
二
気
の

運
動
が
万
物
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
万
物
が
生
ず
る
時
に
、
気
が
万
物
の
形
体
を

構
成
し
、「
理
」
が
万
物
の
「
性
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
庸
続
解
」
に
は
、

「
天
ノ
生
ズ
ル
處
ハ
地
、
地
ノ
生
ズ
ル
處
ハ
山
水
、
今
夫
レ
山
ハ
コ
レ
一
巻
石
之

多
キ
ナ
リ
。
ス
デ
ニ
広
大
ニ
推
及
ス
ト
シ
テ
ハ
種
々
ノ
草
木
ス
デ
ニ
生
ジ
、
禽
獣

生
育
シ
、
人
世
ノ
宝
コ
コ
ニ
興
ル
。
河
海
ノ
水
コ
レ
一
勺
ノ
多
キ
ナ
リ
。
其
淵
源

測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
テ
ハ
、
水
中
ノ
生
気
黿
鼉
ヲ
生
ジ
、
蛟
龍
ヲ
生
ジ
、
魚
龞

ヲ
生
ズ
。
人
生
ノ
貨
コ
コ
ニ
植
ス
。
要
ハ
ミ
ナ
不
貳
ノ
妙
用
、
天
地
万
物
を
生
ゼ

ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
二
○
一
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
万
物
の
生
成
順
序
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
陰
陽

二
気
の
運
動
が
最
初
に
「
天
」
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
「
天
」
が
「
地
」
を
生
じ
、「
地
」

が
山
や
川
を
生
じ
、
そ
れ
か
ら
山
に
は
様
々
な
植
物
が
生
じ
、
禽
獣
を
生
育
し
、

人
間
は
自
然
界
の
宝
と
し
て
生
ま
れ
、
川
の
生
気
が
黿
鼉
や
蛟
龍
や
魚
龞
を
生
じ

た
、
と
い
う
。
な
ぜ
、
人
間
は
自
然
界
の
「
宝
」
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
大
虚
中
ニ
陰
陽
二
気
ノ
良
能
流
動
充
塞
セ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ク
、
万
物
又
二
気

ノ
良
能
ニ
滲
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。
大
虚
ノ
中
、
人
ハ
諸
物
ノ
霊
ニ
シ
テ
、
又
コ
レ
鬼

神
ノ
寓
舎
ナ
リ
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
一
四
五
頁
）

「
人
は
神
化
の
本
実
、
天
地
の
徳
、
万
物
の
霊
な
り
。
万
物
は
神
化
の
枝
葉
、
人

の
頣
養
な
り
。
」
（
「
天
地
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
四
六
頁
。
年
次
不
詳
）

「
道
徳
仁
義
、
心
裏
の
霊
宝
に
し
て
、
其
の
用
通
ぜ
ざ
る
所
無
し
。
」
（
「
宝
」
、『
全
集
』

第
一
冊
、
二
四
三
頁
。
年
次
不
詳
）

「
し
か
れ
ど
も
そ
れ
は
明
徳
と
い
ひ
仁
義
と
云
名
に
な
ず
み
て
実
に
ま
よ
ひ
た
る

ふ
し
ん
な
り
。
明
徳
仁
義
は
わ
れ
人
の
本
心
の
異
名
也
。
此
本
心
は
い
の
ち
の
根

な
れ
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
人
げ
ん
に
明
徳
仁
義
の
心
な
き
は
一
人
も
な
し
。
」

（
『
翁
問
答
』
下
巻
、
『
全
集
』
第
三
冊
、
二
〇
四
頁
）

の
諸
文
か
ら
伺
え
る
。
人
間
は
天
地
の
「
徳
」
、
万
物
の
「
霊
」
で
あ
り
、
そ
の
「
霊
」

が
即
ち
「
宝
」
で
あ
る
が
、
即
ち
「
仁
義
」
の
徳
で
あ
り
、
即
ち
「
明
徳
」
で
あ
る
。

一
方
で
は
、

「
人
ノ
質
九
牛
ノ
毛
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
其
品
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
槩
四
品
ニ
モ
ル

ル
事
ナ
シ
。
凡
夫
ノ
惑
ニ
テ
、
賢
者
知
者
ノ
質
ハ
性
体
全
ク
受
ク
ル
處
ア
ル
ベ
シ
、

愚
者
不
肖
者
ノ
質
ハ
性
体
受
ク
ル
コ
ト
有
マ
ジ
ト
思
へ
り
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、『
全

集
』
第
二
冊
、
一
一
七
頁
）

「
知
者
ハ
質
ノ
聡
明
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
云
。
愚
者
ハ
質
ノ
蒙
昧
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ツ
イ
テ
名

ク
。
賢
者
ハ
質
ノ
端
正
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
云
。
不
肖
者
ハ
質
ノ
懦
弱
退
随
ナ
ル
ヲ
云
。
」

（
同
上
、
一
一
六
頁
）

と
あ
り
、
人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
に
よ
り
「
賢
者
」
、

「
知
者
」
、
「
愚
者
」
、
「
不
肖
者
」
の
四
品
に
大
き
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

前
期
で
の
「
聖
人
一
品
、
賢
人
一
品
、
知
者
一
品
、
愚
者
一
品
、
不
肖
者
一
品
、

凡
て
五
品
な
り
。
」
（
前
述
）
と
い
う
五
品
に
分
け
た
の
と
違
う
の
だ
が
、
聖
人
以

外
の
四
品
の
者
を
皆
「
凡
夫
」
と
し
た
が
故
に
、
後
期
で
は
四
品
に
分
類
し
た
の
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と
あ
る
。
「
格
物
」
「
致
知
」
は
物
の
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
解
説
が
即
ち
藤
樹
前
期
の
「
工
夫
論
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
十
六
）

こ
の
文
の
「
物
の
理
我
知
の
固
有
に
し
て
本
彼
此
の
分
別
な
き
ゆ
へ
に
、
吾
知
力

を
用
て
物
理
を
き
は
め
つ
く
せ
ば
、
即
ち
我
知
も
亦
尽
き
ざ
る
處
無
し
」
と
は
恐

ら
く
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
理
は
本
々
人
間
の
心
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事

物
の
理
を
窮
め
る
と
い
う
作
業
を
通
し
て
そ
の
人
間
の
心
に
固
有
の
「
理
」
が
検

証
さ
れ
て
確
実
な
知
識
と
し
て
認
識
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
七
）

　
　
　

五

『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藤
樹
後
期
の
著
作
に
は
主
に
、
「
大
学
考
」
（
和

文
体
）
「
大
学
蒙
注
」
「
大
学
解
」
「
中
庸
解
」
『
古
本
大
学
全
解
』
『
論
語
解
』
『
中

庸
続
解
』
『
翁
問
答
』
（
下
巻
）
な
ど
が
あ
る
。

（
二
十
八
）こ

れ
ら
の
文
献
に
基
づ
い
て
藤
樹

後
期
の
「
工
夫
論
」
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

後
期
の
「
工
夫
論
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
、
藤
樹
後
期
の
「
本
体
論
」

と
「
生
成
論
」
を
一
瞥
し
よ
う
。
「
中
庸
解
」
に
は
、

「
太
極
動
テ
陽
ヲ
生
じ
、
静
ニ
シ
テ
陰
ヲ
生
ず
。
所
謂
天
命
也
。
太
極
ハ
造
化
ノ

根
本
、
陰
陽
ハ
造
化
ノ
具
、
太
極
陰
陽
一
ニ
シ
テ
二
、
自
然
ニ
俱
ニ
相
離
ル
ル
コ

ト
ア
タ
ハ
ズ
。
故
ニ
万
物
未
生
ノ
時
ニ
太
極
陰
陽
ノ
主
本
タ
ル
ヲ
天
命
ト
名
ヅ
ク
。

太
極
ノ
流
行
ニ
依
テ
万
物
已
ニ
生
ズ
ル
時
ニ
太
極
形
気
ノ
主
タ
ル
ヲ
性
ト
名
ヅ

ク
。
名
ヲ
立
ル
時
ハ
異
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
名
ヅ
ク
ル
所
ノ
実
体
ハ
一
ナ
リ
。
所
謂

天
命
之
謂
性
ノ
義
也
。
性
ト
気
質
ト
渾
淪
和
順
ニ
シ
テ
相
モ
ト
ラ
ズ
。
」
（
『
全
集
』

第
二
冊
、
五
七
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
、
「
太
極
は
一
気
で
、
陰
陽
は
二
気
で
あ
り
、
太
極
と
陰

陽
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
万
物
を
生
ず
る
前
に
は
太
極
が
陰
陽
二
気
の
「
天
命
」

で
あ
り
、
太
極
の
気
が
巡
り
流
れ
て
万
物
を
生
じ
た
時
に
は
太
極
が
物
体
の
「
性
」

で
あ
り
、
「
天
命
」
と
「
性
」
は
言
葉
が
違
う
も
の
の
、
そ
の
実
体
は
一
つ
も
の

で
あ
る
」
と
読
み
取
る
こ
と
で
き
る
。
「
孝
経
講
釈
聞
書
」
に
、

「
太
極
ハ
造
化
ノ
根
源
、
陰
陽
ハ
造
化
ノ
具
、
自
然
ニ
相
ヒ
離
レ
ズ
。
万
物
未
ダ

判
レ
ザ
ル
ノ
時
、
陰
陽
ノ
主
本
タ
ル
ヲ
孝
ト
名
ク
。
大
極
ノ
流
行
ニ
ヨ
ツ
テ
、
万

物
已
ニ
生
ル
ト
キ
ニ
大
極
形
気
ノ
主
タ
ル
ヲ
徳
ト
名
ク
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

二
一
三
頁
）

と
見
え
、
こ
の
叙
述
の
内
容
が
上
文
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
上
文
の
、

「
天
命
」
を
「
孝
」
に
、「
性
」
を
「
徳
」
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
「
孝
経
講
釈
聞
書
」

に
ま
た
、

「
根
本
太
極
ノ
名
を
孝
ト
云
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
二
一
二
頁
）

「
孝
ハ
元
来
太
虚
ヲ
以
全
体
ト
シ
テ
、
万
劫
ヲ
歴
テ
卒
リ
無
ク
始
無
ク
、
孝
ノ
時

無
キ
所
無
キ
ト
孝
ノ
備
ハ
ラ
ザ
ル
物
ナ
シ
。
全
孝
図
ニ
ハ
太
虚
ヲ
孝
ノ
体
段
ト
ナ

シ
テ
、
天
地
万
物
其
中
ニ
萌
芽
セ
リ
。
」
（
同
上
、
二
一
四
頁
）

と
も
見
え
、
こ
こ
で
は
、「
太
極
」
と
「
孝
」
と
「
太
虚
」
を
同
一
物
と
し
て
い
る
。
「
孝

経
心
法
」
に
「
強
テ
象
ヲ
取
テ
孝
ト
云
ノ
孝
ノ
字
ハ
老
子
ノ
二
字
ヲ
合
シ
テ
作
レ

リ
。
文
字
ノ
傍
偏
ヲ
ナ
ス
時
、
画
を
省
キ
シ
ナ
リ
。
天
地
ノ
未
開
ケ
ザ
ル
大
虚
ノ

理
ヲ
老
ト
シ
、
気
ヲ
子
ト
ス
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
一
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
孝
」
は
「
太
虚
」
で
あ
り
、
「
理
」
と
「
気
」
の
混
合
体
で
あ
る
。
故
に
、
藤
樹
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後
期
の
「
本
体
論
」
は
ほ
ぼ
彼
前
期
の
「
本
体
論
」
を
継
承
す
る
も
の
で
、「
太
極
」

「
孝
」
「
太
虚
」
を
「
本
体
」
と
し
、
そ
の
「
本
体
」
を
「
理
」
と
「
気
」
の
混
合

体
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
理
」
と
「
気
」
の
混
合
体
で
あ
る
「
太
極
」
は
、
そ
の
「
気
」
が
動
静
の
運
動
を
し
、

そ
の
「
動
」
の
気
は
陽
気
で
、
そ
の
「
静
」
の
気
は
陰
気
で
あ
り
、
陰
陽
二
気
の

運
動
が
万
物
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
万
物
が
生
ず
る
時
に
、
気
が
万
物
の
形
体
を

構
成
し
、「
理
」
が
万
物
の
「
性
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
庸
続
解
」
に
は
、

「
天
ノ
生
ズ
ル
處
ハ
地
、
地
ノ
生
ズ
ル
處
ハ
山
水
、
今
夫
レ
山
ハ
コ
レ
一
巻
石
之

多
キ
ナ
リ
。
ス
デ
ニ
広
大
ニ
推
及
ス
ト
シ
テ
ハ
種
々
ノ
草
木
ス
デ
ニ
生
ジ
、
禽
獣

生
育
シ
、
人
世
ノ
宝
コ
コ
ニ
興
ル
。
河
海
ノ
水
コ
レ
一
勺
ノ
多
キ
ナ
リ
。
其
淵
源

測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
テ
ハ
、
水
中
ノ
生
気
黿
鼉
ヲ
生
ジ
、
蛟
龍
ヲ
生
ジ
、
魚
龞

ヲ
生
ズ
。
人
生
ノ
貨
コ
コ
ニ
植
ス
。
要
ハ
ミ
ナ
不
貳
ノ
妙
用
、
天
地
万
物
を
生
ゼ

ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
二
○
一
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
万
物
の
生
成
順
序
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
陰
陽

二
気
の
運
動
が
最
初
に
「
天
」
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
「
天
」
が
「
地
」
を
生
じ
、「
地
」

が
山
や
川
を
生
じ
、
そ
れ
か
ら
山
に
は
様
々
な
植
物
が
生
じ
、
禽
獣
を
生
育
し
、

人
間
は
自
然
界
の
宝
と
し
て
生
ま
れ
、
川
の
生
気
が
黿
鼉
や
蛟
龍
や
魚
龞
を
生
じ

た
、
と
い
う
。
な
ぜ
、
人
間
は
自
然
界
の
「
宝
」
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
大
虚
中
ニ
陰
陽
二
気
ノ
良
能
流
動
充
塞
セ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ク
、
万
物
又
二
気

ノ
良
能
ニ
滲
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。
大
虚
ノ
中
、
人
ハ
諸
物
ノ
霊
ニ
シ
テ
、
又
コ
レ
鬼

神
ノ
寓
舎
ナ
リ
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
一
四
五
頁
）

「
人
は
神
化
の
本
実
、
天
地
の
徳
、
万
物
の
霊
な
り
。
万
物
は
神
化
の
枝
葉
、
人

の
頣
養
な
り
。
」
（
「
天
地
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
四
六
頁
。
年
次
不
詳
）

「
道
徳
仁
義
、
心
裏
の
霊
宝
に
し
て
、
其
の
用
通
ぜ
ざ
る
所
無
し
。
」
（
「
宝
」
、『
全
集
』

第
一
冊
、
二
四
三
頁
。
年
次
不
詳
）

「
し
か
れ
ど
も
そ
れ
は
明
徳
と
い
ひ
仁
義
と
云
名
に
な
ず
み
て
実
に
ま
よ
ひ
た
る

ふ
し
ん
な
り
。
明
徳
仁
義
は
わ
れ
人
の
本
心
の
異
名
也
。
此
本
心
は
い
の
ち
の
根

な
れ
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
人
げ
ん
に
明
徳
仁
義
の
心
な
き
は
一
人
も
な
し
。
」

（
『
翁
問
答
』
下
巻
、
『
全
集
』
第
三
冊
、
二
〇
四
頁
）

の
諸
文
か
ら
伺
え
る
。
人
間
は
天
地
の
「
徳
」
、
万
物
の
「
霊
」
で
あ
り
、
そ
の
「
霊
」

が
即
ち
「
宝
」
で
あ
る
が
、
即
ち
「
仁
義
」
の
徳
で
あ
り
、
即
ち
「
明
徳
」
で
あ
る
。

一
方
で
は
、

「
人
ノ
質
九
牛
ノ
毛
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
其
品
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
槩
四
品
ニ
モ
ル

ル
事
ナ
シ
。
凡
夫
ノ
惑
ニ
テ
、
賢
者
知
者
ノ
質
ハ
性
体
全
ク
受
ク
ル
處
ア
ル
ベ
シ
、

愚
者
不
肖
者
ノ
質
ハ
性
体
受
ク
ル
コ
ト
有
マ
ジ
ト
思
へ
り
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、『
全

集
』
第
二
冊
、
一
一
七
頁
）

「
知
者
ハ
質
ノ
聡
明
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
云
。
愚
者
ハ
質
ノ
蒙
昧
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ツ
イ
テ
名

ク
。
賢
者
ハ
質
ノ
端
正
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
云
。
不
肖
者
ハ
質
ノ
懦
弱
退
随
ナ
ル
ヲ
云
。
」

（
同
上
、
一
一
六
頁
）

と
あ
り
、
人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
に
よ
り
「
賢
者
」
、

「
知
者
」
、
「
愚
者
」
、
「
不
肖
者
」
の
四
品
に
大
き
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

前
期
で
の
「
聖
人
一
品
、
賢
人
一
品
、
知
者
一
品
、
愚
者
一
品
、
不
肖
者
一
品
、

凡
て
五
品
な
り
。
」
（
前
述
）
と
い
う
五
品
に
分
け
た
の
と
違
う
の
だ
が
、
聖
人
以

外
の
四
品
の
者
を
皆
「
凡
夫
」
と
し
た
が
故
に
、
後
期
で
は
四
品
に
分
類
し
た
の
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「
大
賢
以
下
ノ
質
ハ
気
質
ノ
濁
駁
ナ
キ
コ
ト
ア
タ
ワ
ズ
。
気
質
ノ
濁
駁
ニ
拘
蔽
セ

ラ
レ
テ
明
徳
ノ
光
明
十
分
ニ
洞
徹
ナ
ラ
ズ
。
故
ニ
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ

レ
テ
種
々
ノ
意
必
固
我
、
日
々
ソ
ヒ
年
々
ニ
積
リ
テ
、
道
ヲ
去
ル
コ
ト
漸
ク
遠
シ
。
」

（
「
大
学
蒙
注
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
一
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
種
々
ノ
意
必
固
我
、
日
々

ソ
ヒ
年
々
ニ
積
リ
テ
」
と
も
言
う
。
「
意
必
固
我
」
の
「
意
」
は
即
ち
「
意
念
」

で
あ
り
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ
云
。
是
躯
殻
上
ノ
知
覚

ニ
シ
テ
本
体
ノ
霊
覚
ニ
非
ズ
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
私
意
ト
ス
。
」
と
説
明
し
て

い
る
。

（
三
十
二
）「

意
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
、

「
然
ル
ニ
意
ノ
字
ノ
解
、
大
学
ニ
ハ
心
ノ
発
ス
ル
所
ナ
リ
ト
訓
ジ
、
論
語
ニ
ハ
私

意
ナ
リ
ト
訓
ジ
、
異
義
ア
ル
ニ
似
タ
リ
。
陽
明
モ
深
ク
考
フ
ル
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
此

ノ
解
ニ
従
フ
。
今
竊
ニ
之
ヲ
考
フ
ル
ニ
未
ダ
瑩
ナ
ラ
ザ
ル
如
シ
。
イ
カ
ン
ト
ナ
レ

バ
心
ノ
発
ス
ル
所
ハ
本
来
ノ
霊
覚
善
有
ツ
テ
悪
無
キ
者
ナ
リ
。
凡
心
ノ
起
発
善
有

リ
悪
有
ル
ハ
本
ト
心
ノ
裏
面
ニ
意
ノ
伏
蔵
ア
ル
故
ナ
リ
。
然
レ
バ
則
チ
悪
念
ハ
意

ノ
伏
蔵
ヨ
リ
起
発
シ
テ
本
心
ノ
発
見
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ヲ
只
発
ス
ル
所
ノ
ミ
ヲ
認

ト
メ
テ
善
念
モ
意
ナ
リ
悪
念
モ
意
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
善
悪
ノ
根
源
分
明
ナ
ラ

ズ
。
且
ツ
発
ス
ル
所
バ
カ
リ
ヲ
退
治
シ
テ
、
伏
蔵
ノ
病
根
ヲ
省
察
克
治
ス
ル
講
論

ナ
キ
ト
キ
ハ
、
端
本
澄
源
ノ
功
欠
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
」
（
「
大
学
考
」
、
『
全
集
』
第

二
冊
、
一
四
〜
五
頁
）

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
藤
樹
の
い
う
「
意
」
は
「
心
」
の
中
に

潜
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ
云
」
（
前

述
）
、
「
人
ノ
私
欲
外
ニ
願
ヒ
物
事
ヲ
逐
フ
ニ
ヨ
リ
起
ル
」
（
「
論
語
解
」
、
『
全
集
』

第
二
冊
、
八
七
頁
）
、
つ
ま
り
人
間
が
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物
に
執
着

を
持
つ
時
に
、
「
意
」
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物

に
執
着
を
持
つ
こ
と
は
即
ち
「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
」
の
こ
と
だ

か
ら
、
聖
人
以
外
の
人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
気
質
に
偏
倚
が
あ
る
が
故
に
、
そ
こ

で
、
よ
く
「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
」
、
そ
こ
で
、
「
心
」
に
潜
在
し

て
い
る
「
意
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
意
」
が
即
ち
「
人
欲
」
で
あ
る
。

故
に
、
藤
樹
は
、
「
誠
意
ノ
意
ト
絶
四
ノ
意
ト
本
ト
異
義
ナ
シ
。
イ
カ
ン
ト
ナ
レ

バ
聖
ノ
聖
タ
リ
ト
コ
ロ
他
無
シ
。
意
ナ
ク
シ
テ
明
徳
明
カ
ナ
ル
ノ
ミ
。
」
（
「
大
学

考
」
、『
全
集
』
第
二
冊
、
五
頁
）
と
、「
意
」
を
な
く
す
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

藤
樹
に
あ
っ
て
は
、
視
聴
言
動
思
は
目
耳
口
四
肢
心
の
働
き
（
つ
ま
り
「
五
官

其
職
」
）
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
で
も
あ
り
、
視
聴
言
動
思
を
「
五
事
」
と
言
い
、

人
間
が
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物
に
執
着
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
「
意
」（
つ

ま
り
「
人
欲
」
）
を
生
じ
た
時
は
、
「
五
官
ノ
本
体
ヲ
離
ル
ル
」
つ
ま
り
五
官
が
本

来
の
「
明
徳
」
「
良
知
」
（
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
）
に
従
っ
て
の
働
き

を
行
わ
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
を
「
非
礼
」
と
し
、
「
不
善
」
と
す
る
。

（
三
十
三
）「

五
事
ノ
良

知
ニ
ソ
ム
ク
ヲ
不
善
ヲ
為
ス
ト
云
。
」
（
「
大
学
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
四
頁
）

と
い
う
言
い
方
が
、
視
聴
言
動
思
が
ど
れ
も
「
良
知
」
に
背
く
こ
と
が
可
能
だ
と

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
、

「
人
ノ
好
悪
大
率
意
念
上
ヨ
リ
起
ル
。
眼
鼻
ノ
好
悪
ノ
ミ
自
然
ニ
出
ヅ
。
后
来
ノ

汚
染
ナ
シ
。
」
（
「
大
学
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
一
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
目
の
見
る
、
耳
の
聴
く
、
つ
ま
り
感
覚
器
官
の
働
き
は
「
俗
習
」

「
外
塵
」
の
汚
染
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
意
」
は
「
心
」
が
「
外
塵
」
に
汚
染
さ

（62）

で
あ
ろ
う
。
人
間
の
品
位
は
聖
人
を
除
い
て
四
品
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
人
々

不
昧
ノ
良
知
即
チ
聖
人
ノ
我
ト
同
体
ナ
リ
。
」（
同
上
、
一
一
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

聖
人
に
「
良
知
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
同
じ
、
聖
人
以
下
の
四
品
の
人
間
に
も
「
良

知
」
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
良
知
」
は
即
ち
「
仁
義
礼
智
」
の
「
明

徳
」
で
あ
り
、
即
ち
「
性
体
」
で
あ
る
。

（
二
十
九
）た

だ
、

「
聖
人
已
下
ノ
人
ハ
気
質
ニ
偏
倚
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
、
是
ヲ
以
テ
其
偏
倚
ノ
處
ヨ

リ
外
塵
乗
ジ
入
テ
性
体
日
ニ
蔽
ハ
ル
。
猶
明
鏡
ノ
塵
埃
ニ
蔽
ヒ
蔵
サ
ル
ル
ガ
如

シ
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
一
八
六
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
聖
人
以
外
の
四
品
の
人
間
は
皆
そ
の
稟
受
し
た
気
質
に
偏
倚
が

あ
っ
て
、
「
外
塵
」
が
そ
の
偏
倚
の
と
こ
ろ
か
ら
人
間
の
内
部
（
つ
ま
り
心
）
に

入
っ
て
「
性
体
」（
つ
ま
り
「
良
知
」「
明
徳
」
）
を
覆
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
外
塵
」

は
つ
ま
り
、

「
人
間
ノ
質
其
品
多
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
惑
ヲ
除
ク
コ
ト
ノ
ナ
リ
ガ
タ
ク
道
ニ
入
ル
コ

ト
ノ
難
キ
ハ
、
愚
者
柔
者
ノ
質
ニ
如
ク
コ
ト
ナ
シ
。
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
バ
、
愚
者
柔

者
ノ
質
其
偏
ナ
ル
處
ヨ
リ
習
塵
ノ
汚
レ
多
ク
ソ
ミ
ツ
キ
、
愚
者
ハ
イ
ヨ
イ
ヨ
人
欲

ヲ
好
ン
デ
天
理
ヲ
恐
レ
ズ
。
柔
者
彌
々
懶
堕
ノ
病
ニ
流
入
ス
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ

志
ヲ
真
実
ニ
立
テ
サ
ダ
メ
、
百
倍
千
倍
ノ
功
ヲ
用
ヰ
テ
其
惑
ヲ
除
キ
、
本
元
ノ
知

ニ
致
ル
ト
キ
ハ
、
愚
者
モ
必
ズ
固
有
ノ
明
徳
明
ニ
ナ
リ
、
柔
者
モ
必
剛
健
ノ
心
体

ニ
復
ル
。
然
ル
ヲ
況
ヤ
中
人
ノ
質
ヲ
ヤ
。
」
（
「
中
庸
続
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、

一
八
五
頁
）

「
聖
人
已
下
ノ
人
ハ
ヒ
ト
シ
ク
意
念
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
是
ヲ
以
テ
其
意
念
ノ
病

痛
ヨ
リ
種
々
ノ
習
ソ
ミ
ツ
キ
テ
良
知
ノ
真
体
ヲ
蔽
ヒ
蔵
す
コ
ト
タ
ト
ヘ
バ
生
長
セ

ン
ト
欲
ス
ル
草
木
を
葛
藤
シ
ゲ
ク
蕪
蔓
シ
テ
コ
レ
を
掩
蔽
ス
ル
ガ
如
シ
。
」（
同
上
、

一
八
九
頁
）

と
い
う
二
文
に
い
う
「
習
塵
」
で
あ
り
、
「
意
念
ノ
病
痛
ヨ
リ
種
々
ノ
習
ソ
ミ
ツ

キ
テ
良
知
ノ
真
体
ヲ
蔽
ヒ
蔵
す
」
の
「
種
々
ノ
習
」
で
あ
る
。
「
種
々
ノ
習
」
を
、

「
中
庸
続
解
」
で
は
ま
た
「
後
来
ノ
習
心
習
気
」
、「
后
来
意
必
固
我
の
習
」
、「
種
々

ノ
外
欲
攙
雑
」
、
「
后
来
ノ
習
ヒ
意
欲
気
欲
ノ
攙
雑
」
、
「
意
必
固
我
ノ
夾
雑
」
と
言

い
、「
論
語
解
」
で
は
「
意
必
固
我
ノ
私
欲
」
と
言
い
、『
翁
問
答
』
下
巻
で
は
「
気

習
の
偏
」
と
言
う
な
ど
、
様
々
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
十
）『

翁
問
答
』

下
巻
に
は
ま
た
、

「
習
染
心
と
は
生
ま
れ
下
ち
て
よ
り
こ
の
か
た
見
な
れ
聞
き
な
れ
て
、
お
も
は
ず

し
ら
ず
に
、
い
つ
と
な
く
あ
や
か
り
そ
ま
り
た
る
心
な
り
。
た
と
へ
ば
水
に
て
朱

を
と
け
ば
其
色
赤
く
、
緑
青
を
と
け
ば
そ
の
色
青
く
な
る
が
ご
と
し
。
本
来
水
の

色
は
赤
も
青
も
な
け
れ
共
、
朱
と
緑
青
と
に
ま
じ
わ
り
あ
や
か
り
て
か
く
の
ご
と

し
。
そ
の
ご
と
く
本
来
人
心
に
好
悪
の
事
の
定
め
は
な
け
れ
共
、
そ
の
生
そ
だ
つ

国
處
の
風
俗
、
そ
の
家
の
所
作
所
作
に
あ
や
か
り
そ
ま
り
て
、
好
悪
の
品
定
ま
り

色
々
に
か
は
り
あ
り
、
学
問
芸
能
に
も
習
心
あ
り
。
」
（
同
上
、
二
六
三
頁
）

と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
「
習
染
心
」
「
習
心
」
と
言
い
、
国
の
風
俗
や
家
の
職
業

や
学
問
芸
能
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
実
際
、「
習

心
」
と
い
う
語
は
王
陽
明
の
「
伝
習
録
」
に
見
え
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
陽
明
学
で

は
極
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
。

（
三
十
一
）

「
意
念
」
と
「
習
染
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
意
念
ノ
病
痛
ヨ
リ
種
々
ノ
習
ソ
ミ

ツ
キ
テ
」
と
言
う
が
、

55



中
江
藤
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徳
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「
大
賢
以
下
ノ
質
ハ
気
質
ノ
濁
駁
ナ
キ
コ
ト
ア
タ
ワ
ズ
。
気
質
ノ
濁
駁
ニ
拘
蔽
セ

ラ
レ
テ
明
徳
ノ
光
明
十
分
ニ
洞
徹
ナ
ラ
ズ
。
故
ニ
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ

レ
テ
種
々
ノ
意
必
固
我
、
日
々
ソ
ヒ
年
々
ニ
積
リ
テ
、
道
ヲ
去
ル
コ
ト
漸
ク
遠
シ
。
」

（
「
大
学
蒙
注
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
一
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
種
々
ノ
意
必
固
我
、
日
々

ソ
ヒ
年
々
ニ
積
リ
テ
」
と
も
言
う
。
「
意
必
固
我
」
の
「
意
」
は
即
ち
「
意
念
」

で
あ
り
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ
云
。
是
躯
殻
上
ノ
知
覚

ニ
シ
テ
本
体
ノ
霊
覚
ニ
非
ズ
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
私
意
ト
ス
。
」
と
説
明
し
て

い
る
。

（
三
十
二
）「

意
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
、

「
然
ル
ニ
意
ノ
字
ノ
解
、
大
学
ニ
ハ
心
ノ
発
ス
ル
所
ナ
リ
ト
訓
ジ
、
論
語
ニ
ハ
私

意
ナ
リ
ト
訓
ジ
、
異
義
ア
ル
ニ
似
タ
リ
。
陽
明
モ
深
ク
考
フ
ル
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
此

ノ
解
ニ
従
フ
。
今
竊
ニ
之
ヲ
考
フ
ル
ニ
未
ダ
瑩
ナ
ラ
ザ
ル
如
シ
。
イ
カ
ン
ト
ナ
レ

バ
心
ノ
発
ス
ル
所
ハ
本
来
ノ
霊
覚
善
有
ツ
テ
悪
無
キ
者
ナ
リ
。
凡
心
ノ
起
発
善
有

リ
悪
有
ル
ハ
本
ト
心
ノ
裏
面
ニ
意
ノ
伏
蔵
ア
ル
故
ナ
リ
。
然
レ
バ
則
チ
悪
念
ハ
意

ノ
伏
蔵
ヨ
リ
起
発
シ
テ
本
心
ノ
発
見
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ヲ
只
発
ス
ル
所
ノ
ミ
ヲ
認

ト
メ
テ
善
念
モ
意
ナ
リ
悪
念
モ
意
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
善
悪
ノ
根
源
分
明
ナ
ラ

ズ
。
且
ツ
発
ス
ル
所
バ
カ
リ
ヲ
退
治
シ
テ
、
伏
蔵
ノ
病
根
ヲ
省
察
克
治
ス
ル
講
論

ナ
キ
ト
キ
ハ
、
端
本
澄
源
ノ
功
欠
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
」
（
「
大
学
考
」
、
『
全
集
』
第

二
冊
、
一
四
〜
五
頁
）

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
藤
樹
の
い
う
「
意
」
は
「
心
」
の
中
に

潜
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ
云
」
（
前

述
）
、
「
人
ノ
私
欲
外
ニ
願
ヒ
物
事
ヲ
逐
フ
ニ
ヨ
リ
起
ル
」
（
「
論
語
解
」
、
『
全
集
』

第
二
冊
、
八
七
頁
）
、
つ
ま
り
人
間
が
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物
に
執
着

を
持
つ
時
に
、
「
意
」
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物

に
執
着
を
持
つ
こ
と
は
即
ち
「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
」
の
こ
と
だ

か
ら
、
聖
人
以
外
の
人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
気
質
に
偏
倚
が
あ
る
が
故
に
、
そ
こ

で
、
よ
く
「
俗
習
ニ
汚
染
シ
、
人
欲
ニ
ヒ
カ
レ
テ
」
、
そ
こ
で
、
「
心
」
に
潜
在
し

て
い
る
「
意
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
意
」
が
即
ち
「
人
欲
」
で
あ
る
。

故
に
、
藤
樹
は
、
「
誠
意
ノ
意
ト
絶
四
ノ
意
ト
本
ト
異
義
ナ
シ
。
イ
カ
ン
ト
ナ
レ

バ
聖
ノ
聖
タ
リ
ト
コ
ロ
他
無
シ
。
意
ナ
ク
シ
テ
明
徳
明
カ
ナ
ル
ノ
ミ
。
」
（
「
大
学

考
」
、『
全
集
』
第
二
冊
、
五
頁
）
と
、「
意
」
を
な
く
す
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

藤
樹
に
あ
っ
て
は
、
視
聴
言
動
思
は
目
耳
口
四
肢
心
の
働
き
（
つ
ま
り
「
五
官

其
職
」
）
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
で
も
あ
り
、
視
聴
言
動
思
を
「
五
事
」
と
言
い
、

人
間
が
外
界
の
事
物
に
惑
わ
さ
れ
て
外
物
に
執
着
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
「
意
」（
つ

ま
り
「
人
欲
」
）
を
生
じ
た
時
は
、
「
五
官
ノ
本
体
ヲ
離
ル
ル
」
つ
ま
り
五
官
が
本

来
の
「
明
徳
」
「
良
知
」
（
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
」
の
「
性
」
）
に
従
っ
て
の
働
き

を
行
わ
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
を
「
非
礼
」
と
し
、
「
不
善
」
と
す
る
。

（
三
十
三
）「

五
事
ノ
良

知
ニ
ソ
ム
ク
ヲ
不
善
ヲ
為
ス
ト
云
。
」
（
「
大
学
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
四
頁
）

と
い
う
言
い
方
が
、
視
聴
言
動
思
が
ど
れ
も
「
良
知
」
に
背
く
こ
と
が
可
能
だ
と

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
、

「
人
ノ
好
悪
大
率
意
念
上
ヨ
リ
起
ル
。
眼
鼻
ノ
好
悪
ノ
ミ
自
然
ニ
出
ヅ
。
后
来
ノ

汚
染
ナ
シ
。
」
（
「
大
学
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
一
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
目
の
見
る
、
耳
の
聴
く
、
つ
ま
り
感
覚
器
官
の
働
き
は
「
俗
習
」

「
外
塵
」
の
汚
染
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
意
」
は
「
心
」
が
「
外
塵
」
に
汚
染
さ
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六

「
せ
い
け
ん
君
子
は
気
き
よ
く
質
た
だ
し
」
「
愚
不
肖
は
気
に
ご
り
質
偏
な
る
」

「
む
か
し
尭
舜
の
御
代
に
は
、
聖
人
は
天
子
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
其
つ

ぎ
の
大
賢
人
は
宰
相
と
な
り
、
そ
の
次
の
賢
人
は
諸
侯
と
な
り
、
そ
の
次
の
君
子

は
卿
太
夫
士
と
な
り
、
愚
痴
不
肖
な
る
も
の
は
農
工
商
の
庶
人
と
な
り
」
（
前
述
）

と
主
張
し
て
い
た
藤
樹
が
も
し
も
朱
子
の
い
う
「
変
化
気
質
」
を
受
容
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
庶
人
が
そ
の
「
気
に
ご
り
質
偏
な
る
」
の
「
気
質
」
を
「
気
き
よ
く
質

た
だ
し
」
の
「
気
質
」
に
変
化
し
た
場
合
、
そ
の
庶
人
が
聖
人
と
な
り
、
そ
し
て

天
子
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
か
か
る
主
張
は
藤
樹
当
時
の
厳
し
い
身
分
制
度
に
抵
触
す
る
の
が
明

ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
前
期
で
は
「
人
間
尊
卑
の
位
に
五
だ
ん
あ
り
。
天
子
一
等
、

諸
侯
一
等
、
卿
大
夫
一
等
、
士
一
等
、
庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
等
な
り
。
」
（
『
翁
問
答
』

上
巻
、『
全
集
』
第
三
冊
、
六
九
頁
）
と
言
い
、
後
期
で
も
「
天
子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・

士
・
庶
人
五
等
ノ
位
尊
卑
大
小
差
別
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
身
ニ
於
テ
ハ
豪
髪
モ
差

別
ナ
シ
。
此
身
同
キ
ト
キ
ハ
学
術
モ
亦
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」（
「
大
学
解
」
、『
全
集
』

第
二
冊
、
三
七
〜
八
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
藤
樹
が
当
時
の
身
分
制
を
終
始
一
貫

肯
定
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
つ
ま
り
、

「
気
質
稟
受
論
」
と
い
う
哲
学
を
も
っ
て
当
時
の
厳
格
な
身
分
制
度
に
対
し
て
理

論
的
な
根
拠
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
故
に
、

藤
樹
は
朱
子
の
い
う
「
変
化
気
質
」
の
受
容
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
変

化
気
質
」
と
い
う
語
が
藤
樹
の
著
作
に
お
い
て
最
早
期
の
著
作
に
一
度
し
か
見
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

「
聖
門
垂
世
立
教
第
一
ノ
大
典
」（
「
大
学
考
」
、『
全
集
』
第
二
冊
、
一
〇
頁
）
と
言
っ

て
、
藤
樹
は
『
大
学
』
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
。
彼
は
、
『
大
学
』
に
い
う

「
天
子
自
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壹
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
。
」

と
い
う
教
義
を
自
ら
の
思
想
の
核
心
に
据
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
翁
問

答
』
上
巻
に
は
、

「
君
の
こ
こ
ろ
あ
き
ら
か
に
し
て
道
を
お
こ
な
ひ
、
国
中
の
手
本
か
が
み
と
さ
だ

め
た
ま
ふ
が
政
の
根
本
な
り
。
法
度
の
箇
条
は
ま
つ
り
ご
と
の
枝
葉
な
り
。
君
の

こ
の
む
こ
と
を
ば
、
そ
の
下
じ
た
み
な
ま
ね
を
す
る
も
の
な
れ
ば
、
君
の
心
あ
き

ら
か
に
道
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
法
度
は
な
く
て
も
、
を
の
づ
か
ら
人
の

こ
こ
ろ
よ
く
な
る
も
の
な
り
。
ま
し
て
法
度
を
よ
く
さ
だ
め
、
そ
む
く
も
の
を
ば

刑
罰
に
て
こ
ら
し
、
本
も
末
も
た
だ
し
く
て
、
よ
く
お
こ
な
ひ
ぬ
れ
ば
、
国
と
み

さ
か
へ
長
久
に
あ
る
も
の
な
り
。
本
を
す
て
て
末
ば
か
り
に
て
お
さ
む
る
を
法
治

と
い
ひ
て
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
…
。
徳
治
法
治
の
分
別
よ
く
よ
く
得
心
あ
る
べ
し
。

徳
治
は
先
我
が
心
を
正
し
て
人
の
心
を
た
だ
し
く
す
る
も
の
也
。
た
と
へ
ば
大
工

の
す
み
が
ね
、
そ
の
体
ろ
く
に
し
て
、
も
の
の
ゆ
が
み
を
な
を
す
が
ご
と
し
。
法

治
は
我
が
心
は
た
だ
し
か
ら
ず
し
て
、
人
の
心
を
た
だ
し
く
せ
ん
と
す
る
も
の
な

り
。
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
一
三
三
〜
四
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
、
彼
は
「
徳
治
」
の
思
想
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
「
徳
治
」

と
い
う
語
は
藤
樹
の
著
作
に
お
い
て
上
記
の
一
カ
所
し
か
現
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

が
故
に
、
こ
れ
ま
で
の
藤
樹
研
究
に
お
い
て
「
徳
治
」
「
法
治
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

（
三
十
四
）だ

が
、
実
際
、
彼
の
「
工
夫
論
」
は
「
徳
治
が
根
本
、
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れ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
大
学
』
に
い
う
「
其
の
意
を
誠
に
せ
ん

と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
。
知
を
致
す
は
物
に
格
る
に
在
り
」
と
い

う
教
え
に
従
え
ば
、「
致
知
」
「
格
物
」
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
藤
樹
は
「
君

子
ノ
学
格
物
致
知
ニ
ア
リ
。
格
物
致
知
ノ
工
夫
五
事
ノ
非
礼
ヲ
格
シ
テ
良
知
ニ
致

ル
ニ
ア
リ
。
コ
ノ
故
ニ
格
致
ノ
外
学
ナ
ク
、
格
致
ノ
外
工
夫
ナ
シ
。
」（
「
中
庸
続
解
」
、

『
全
集
』
第
二
冊
、
一
三
七
頁
）
と
強
調
し
て
い
る
。

「
大
学
解
」
に
は
、
「
正
心
誠
意
」
「
格
物
致
知
」
を
解
し
て
、

「
心
ノ
本
体
ハ
鑑
空
衡
平
ノ
如
シ
。
豪
髪
モ
倚
ト
コ
ロ
雑
ハ
ル
所
ア
レ
バ
不
正
ト

ス
。
其
不
正
ヲ
正
シ
テ
本
体
ニ
復
ル
ヲ
心
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
ト
云
。
誠
ハ
純
一
真

実
ノ
謂
。
意
ハ
心
ノ
倚
ル
所
、
好
悪
ノ
執
滞
・
是
非
ノ
素
定
・
一
切
ノ
将
迎
及
ビ

一
豪
ノ
適
莫
、
皆
意
ナ
リ
。
意
念
ノ
倚
ル
所
雑
ハ
ル
所
ヲ
省
察
克
治
シ
テ
、
本
来

純
一
真
実
ノ
心
ニ
復
ル
ヲ
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
ト
云
。
致
ハ
至
ナ
リ
。
知
ハ
良
知
ナ

リ
。
孩
提
ノ
愛
ヲ
シ
リ
敬
ヲ
シ
リ
、
成
人
ノ
四
端
及
ヒ
、
意
念
ナ
キ
時
ハ
真
是
ヲ

シ
リ
真
非
ヲ
知
ル
。
皆
良
知
不
昧
ノ
端
的
ナ
リ
。
此
良
知
ヲ
主
ト
シ
テ
意
念
ノ
己

ニ
克
ツ
ヲ
知
ニ
致
ル
ト
云
。
格
ハ
正
ナ
リ
。
其
不
正
ヲ
正
シ
テ
正
ニ
復
ル
ノ
義
ナ

リ
。
物
ハ
事
ナ
リ
。
貌
言
視
聴
思
ノ
五
事
ヲ
指
テ
云
。
意
念
ノ
有
無
、
五
事
ナ
キ

時
ハ
伏
蔵
シ
テ
辨
ヘ
ガ
タ
シ
。
五
事
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
是
非
邪
正
、
良
知
ノ
鏡
ヲ

欺
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
辨
ヘ
易
シ
。
故
ニ
初
学
致
知
ノ
功
、
良
知
ノ
鏡
ヲ
以
テ
五

事
ノ
是
非
ヲ
照
察
シ
テ
其
良
知
ニ
致
ル
を
物
ヲ
格
ス
ト
云
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

三
一
〜
二
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
「
良
知
」
は
視
聴
言
動
思
の
「
五
事
」
に
「
意
」
の
有
無
を
察

知
す
る
「
心
」
の
働
き
で
あ
り
、
視
聴
言
動
思
の
「
五
事
」
に
「
意
」
が
起
こ
る

こ
と
を
知
っ
て
そ
の
「
意
」
を
克
服
す
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
藤
樹
後
期
の
「
工
夫
論
」

で
あ
る
。

朱
子
と
王
陽
明
の
「
致
知
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
の
藤
樹
の
見
解

は
、

「
愚
按
ズ
ル
ニ
朱
子
ノ
謂
は
所
ル
知
ハ
則
チ
心
ノ
神
明
、
衆
理
ヲ
妙
ニ
シ
テ
、
而

シ
テ
万
物
ヲ
宰
ス
ル
者
ナ
リ
。
蓋
シ
此
レ
致
知
ノ
知
ヲ
解
ス
（
割
注:

此
ハ
朱
子

ノ
説
ヲ
指
ス
）
。
此
ノ
知
ノ
字
ハ
是
レ
知
識
ノ
知
ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
気
ニ
属
ス
（
割

注:

気
ハ
体
ノ
充
、
理
ノ
配
ナ
リ
）
。
性
中
ノ
智
ヲ
解
ス
ル
ニ
非
ズ
、
知
覚
ノ
知

ト
礼
智
ノ
智
自
ラ
分
辨
有
リ
（
割
注:

覚
ハ
暁
ナ
リ
、
辨
ハ
別
ナ
リ
）
。
知
ハ
是

レ
其
ノ
事
ヲ
知
覚
シ
（
割
注:

其
ハ
泛
ク
形
体
ヲ
指
ス
）
、
智
是
レ
其
ノ
中
ニ
就

イ
テ
而
シ
テ
是
非
ノ
理
ヲ
分
別
ス
ル
ナ
リ
（
割
注:

其
ハ
知
覚
ヲ
指
ス
）
。
」
（
「
五

性
図
説
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
五
五
頁
）

「
百
年
已
前
に
王
陽
明
と
申
先
覚
世
ニ
出
デ
朱
学
の
非
を
指
点
し
孔
門
嫡
派
の
学

術
を
発
明
め
さ
れ
候
。
大
学
古
本
を
信
じ
、
致
知
の
知
を
良
知
と
解
し
め
さ
れ
候
。

此
発
明
に
よ
つ
て
開
悟
の
様
に
覚
へ
申
候
。
」
（
「
與
池
田
子
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、

四
四
一
頁
）

こ
の
二
文
か
ら
伺
え
る
。
朱
子
の
い
う
「
致
知
」
の
「
知
」
は
「
知
識
」
の
「
知
」

で
あ
っ
て
、
「
仁
義
礼
智
」
の
「
智
」
を
解
釈
す
る
も
の
で
は
な
い
。
王
陽
明
の

い
う
「
致
知
」
の
「
知
」
は
「
良
知
」
で
あ
る
。
「
良
知
ノ
鏡
ヲ
以
テ
五
事
ノ
是

非
ヲ
照
察
シ
テ
其
良
知
ニ
致
ル
」
と
「
智
是
レ
其
ノ
中
ニ
就
イ
テ
而
シ
テ
是
非
ノ

理
ヲ
分
別
ス
ル
ナ
リ
」
の
二
文
を
照
合
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
藤
樹
の
い
う
「
良

知
」
は
「
仁
義
礼
智
」
の
「
智
」
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
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六

「
せ
い
け
ん
君
子
は
気
き
よ
く
質
た
だ
し
」
「
愚
不
肖
は
気
に
ご
り
質
偏
な
る
」

「
む
か
し
尭
舜
の
御
代
に
は
、
聖
人
は
天
子
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
た
ま
ふ
。
其
つ

ぎ
の
大
賢
人
は
宰
相
と
な
り
、
そ
の
次
の
賢
人
は
諸
侯
と
な
り
、
そ
の
次
の
君
子

は
卿
太
夫
士
と
な
り
、
愚
痴
不
肖
な
る
も
の
は
農
工
商
の
庶
人
と
な
り
」
（
前
述
）

と
主
張
し
て
い
た
藤
樹
が
も
し
も
朱
子
の
い
う
「
変
化
気
質
」
を
受
容
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
庶
人
が
そ
の
「
気
に
ご
り
質
偏
な
る
」
の
「
気
質
」
を
「
気
き
よ
く
質

た
だ
し
」
の
「
気
質
」
に
変
化
し
た
場
合
、
そ
の
庶
人
が
聖
人
と
な
り
、
そ
し
て

天
子
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
か
か
る
主
張
は
藤
樹
当
時
の
厳
し
い
身
分
制
度
に
抵
触
す
る
の
が
明

ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
前
期
で
は
「
人
間
尊
卑
の
位
に
五
だ
ん
あ
り
。
天
子
一
等
、

諸
侯
一
等
、
卿
大
夫
一
等
、
士
一
等
、
庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
等
な
り
。
」
（
『
翁
問
答
』

上
巻
、『
全
集
』
第
三
冊
、
六
九
頁
）
と
言
い
、
後
期
で
も
「
天
子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・

士
・
庶
人
五
等
ノ
位
尊
卑
大
小
差
別
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
身
ニ
於
テ
ハ
豪
髪
モ
差

別
ナ
シ
。
此
身
同
キ
ト
キ
ハ
学
術
モ
亦
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」（
「
大
学
解
」
、『
全
集
』

第
二
冊
、
三
七
〜
八
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
藤
樹
が
当
時
の
身
分
制
を
終
始
一
貫

肯
定
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
つ
ま
り
、

「
気
質
稟
受
論
」
と
い
う
哲
学
を
も
っ
て
当
時
の
厳
格
な
身
分
制
度
に
対
し
て
理

論
的
な
根
拠
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
故
に
、

藤
樹
は
朱
子
の
い
う
「
変
化
気
質
」
の
受
容
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
変

化
気
質
」
と
い
う
語
が
藤
樹
の
著
作
に
お
い
て
最
早
期
の
著
作
に
一
度
し
か
見
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

「
聖
門
垂
世
立
教
第
一
ノ
大
典
」（
「
大
学
考
」
、『
全
集
』
第
二
冊
、
一
〇
頁
）
と
言
っ

て
、
藤
樹
は
『
大
学
』
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
。
彼
は
、
『
大
学
』
に
い
う

「
天
子
自
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壹
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
。
」

と
い
う
教
義
を
自
ら
の
思
想
の
核
心
に
据
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
翁
問

答
』
上
巻
に
は
、

「
君
の
こ
こ
ろ
あ
き
ら
か
に
し
て
道
を
お
こ
な
ひ
、
国
中
の
手
本
か
が
み
と
さ
だ

め
た
ま
ふ
が
政
の
根
本
な
り
。
法
度
の
箇
条
は
ま
つ
り
ご
と
の
枝
葉
な
り
。
君
の

こ
の
む
こ
と
を
ば
、
そ
の
下
じ
た
み
な
ま
ね
を
す
る
も
の
な
れ
ば
、
君
の
心
あ
き

ら
か
に
道
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
法
度
は
な
く
て
も
、
を
の
づ
か
ら
人
の

こ
こ
ろ
よ
く
な
る
も
の
な
り
。
ま
し
て
法
度
を
よ
く
さ
だ
め
、
そ
む
く
も
の
を
ば

刑
罰
に
て
こ
ら
し
、
本
も
末
も
た
だ
し
く
て
、
よ
く
お
こ
な
ひ
ぬ
れ
ば
、
国
と
み

さ
か
へ
長
久
に
あ
る
も
の
な
り
。
本
を
す
て
て
末
ば
か
り
に
て
お
さ
む
る
を
法
治

と
い
ひ
て
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
…
。
徳
治
法
治
の
分
別
よ
く
よ
く
得
心
あ
る
べ
し
。

徳
治
は
先
我
が
心
を
正
し
て
人
の
心
を
た
だ
し
く
す
る
も
の
也
。
た
と
へ
ば
大
工

の
す
み
が
ね
、
そ
の
体
ろ
く
に
し
て
、
も
の
の
ゆ
が
み
を
な
を
す
が
ご
と
し
。
法

治
は
我
が
心
は
た
だ
し
か
ら
ず
し
て
、
人
の
心
を
た
だ
し
く
せ
ん
と
す
る
も
の
な

り
。
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
一
三
三
〜
四
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
、
彼
は
「
徳
治
」
の
思
想
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
「
徳
治
」

と
い
う
語
は
藤
樹
の
著
作
に
お
い
て
上
記
の
一
カ
所
し
か
現
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

が
故
に
、
こ
れ
ま
で
の
藤
樹
研
究
に
お
い
て
「
徳
治
」
「
法
治
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

（
三
十
四
）だ

が
、
実
際
、
彼
の
「
工
夫
論
」
は
「
徳
治
が
根
本
、
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り
、
ま
た
そ
の
文
章
の
上
段
の
注
に
は
「
標
目
底
本
作
格
物
致
知
解
。
真
蹟
同
。
今
標

目
従
全
書
岡
田
氏
本
。
下
準
之
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ
に

い
う
「
全
書
」
は
即
ち
「
全
書
岡
田
氏
本
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

九
、 

こ
の
書
簡
に
つ
け
た
編
集
者
の
注
に
は
「
按
ず
る
に
此
書
諸
本
並
に
載
せ
ず
。
た
だ
年

譜
稿
本
に
庚
辰
秋
翁
問
答
を
著
は
す
條
下
と
、
甲
申
の
秋
陽
明
全
書
を
得
た
る
條
下

に
、
池
田
氏
に
與
ふ
る
書
云
々
書
翰
に
見
と
注
し
て
其
文
を
全
く
載
ざ
る
も
の
あ
り
。

恐
ら
く
は
此
書
を
指
て
云
へ
る
な
る
べ
し
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
四
○
頁
）
と

あ
る
。
甲
申
の
年
、
藤
樹
は
三
七
歳
。

十
、 

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
四
十
五
号
、
二
○
一
八
年
）
（
二
）
頁
を
参
照
。

十
一
、 

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
一
二
）
頁
を
参
照
。
藤
樹
の
弟
子
熊

沢
蕃
山
が
著
し
た
『
集
義
全
書
』
巻
第
八
「
議
論
之
一
」
に
「
心
友
問
孝
之
心
法
」

と
い
う
條
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
孝
経
心
法
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
「
孝
経
心
法
」
は
藤
樹
の
作
な
の
か
、
そ
れ
と
も
熊
沢
蕃
山
の
作
な
の
か
、
明

確
に
判
断
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
中
江
藤
樹

の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
四
）
頁
を
参
照
）
。
『
全
集
』
の
「
解
題
」
に
「
巻
二

初
頭
に
孝
経
心
法
の
一
篇
あ
り
。
内
容
よ
り
言
ふ
も
文
気
よ
り
言
ふ
も
、
必
ず
先
生

の
真
著
に
相
違
な
か
る
可
く
、
翁
問
答
に
お
け
る
孝
説
を
更
に
推
究
要
説
し
た
る
も

の
と
謂
ふ
可
し
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ

の
判
断
に
従
う
。

十
二
、 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
五
）
頁
及
び
（
七
）
頁

を
参
照
。

十
三
、 

「
大
乙
尊
神
」
は
最
早
期
の
文
献
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
、
神
的
な
性
格
が

備
わ
っ
て
い
て
宗
教
性
が
か
な
り
濃
厚
で
あ
る
。
「
神
道
」
は
『
翁
問
答
』
に
し
か

見
受
け
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
、
『
翁
問
答
』
上
巻
に
は
「
易
経
の
神
道
を
さ
と
り
我

身
の
受
用
を
な
す
事
に
て
候
。
…
、
天
地
の
あ
ひ
だ
に
何
に
て
も
易
経
の
神
理
に
も

れ
た
る
事
な
し
。
又
易
理
よ
り
い
で
ぬ
事
は
一
つ
も
な
く
候
。
」
（
『
全
集
』
第
三

冊
、
一
五
〇
頁
）
と
あ
り
、
『
翁
問
答
』
下
巻
に
は
「
中
庸
の
神
理
」
（
『
全
集
』

第
三
冊
、
二
五
二
頁
）
、
「
中
庸
の
神
道
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
二
七
五
頁
）
と

あ
り
、
ま
た
、
「
藤
樹
先
生
精
言
」
（
『
翁
問
答
』
か
ら
の
抜
粋
）
に
は
「
中
庸
の

天
理
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
四
九
四
頁
）
と
も
あ
る
。
「
神
道
」
は
「
神
理
」
と

も
言
い
、
「
理
」
「
天
理
」
と
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

『
翁
問
答
』
に
言
う
「
神
道
」
は
気
と
理
の
混
合
体
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
天

理
」
「
理
」
、
つ
ま
り
「
道
理
」
を
意
味
す
る
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
四
、 

「
皇
上
帝
」
は
『
尚
書
』
商
書
・
湯
誥
に
言
う
「
惟
皇
上
帝
、
降
衷
于
民
」
を
出
典

と
す
る
語
で
あ
る
が
、
藤
樹
は
「
天
」
も
「
皇
上
帝
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
後
述
を

参
照
）
。

十
五
、 

編
集
者
の
「
解
題
」
に
「
本
巻
収
む
る
所
の
首
経
考
・
孝
経
考
・
大
学
考
（
漢
文

体
）
・
四
書
考
・
読
四
書
法
・
大
学
序
説
は
皆
先
生
中
年
の
作
に
し
て
、
何
れ
も
朱

子
学
時
代
に
属
し
、
王
学
思
想
の
存
在
を
認
む
る
能
は
ず
。
」
（
『
全
集
』
第
一

冊
、
五
七
七
頁
）
と
あ
り
、
「
本
篇
は
主
と
し
て
孝
経
が
孔
子
の
手
著
に
係
る
こ
と

と
、
古
文
を
斥
け
て
今
文
に
従
ふ
べ
き
を
力
説
し
た
る
も
の
に
し
て
、
此
の
点
上
の

首
経
考
と
一
致
す
る
も
の
あ
り
。
然
れ
ど
も
先
生
三
十
四
五
歳
の
作
孝
経
啓
蒙
を
見

れ
ば
僅
少
の
文
字
刪
除
の
外
、
多
く
は
古
文
に
従
わ
れ
た
る
を
見
る
。
」
（
『
全

集
』
第
一
冊
、
五
七
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
「
図
説

　解
題
並
凡
例
」
に
は
「
本

巻
収
む
る
所
の
四
書
合
一
図
説
・
大
学
朱
説
序
図
説
・
大
学
序
宗
旨
図
・
五
性
図

説
・
明
徳
図
説
・
持
敬
図
説
は
皆
先
生
中
年
の
作
に
し
て
、
何
れ
も
朱
子
学
時
代
に

属
し
、
王
学
思
想
濃
厚
の
跡
を
留
め
ざ
る
こ
と
前
巻
に
同
じ
。
」
（
『
全
集
』
第
一

冊
、
六
二
七
頁
）
と
あ
る
。
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
傳
』
の
題
に
付
け
て
い
る
編
者
の

注
に
「
年
譜
ニ
寛
永
己
卯
ノ
秋
、
先
生
論
語
ヲ
講
ジ
、
郷
党
篇
ニ
至
ツ
テ
発
明
ス
ル

所
有
リ
、
之
ガ
解
ヲ
為
ラ
ン
ト
欲
シ
、
遂
ニ
草
ヲ
起
ス
。
郷
党
篇
自
リ
先
進
ノ
首
ニ

至
ル
。
疾
ニ
寝
ネ
テ
即
チ
止
ム
。
後
自
ラ
以
為
ヘ
ラ
ク
多
ク
心
ニ
愜
ハ
ザ
ル
ト
。
即

チ
此
ノ
書
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
四
〇
五
頁
）
と
あ
る
。
寛
永
己
卯
の
年

は
藤
樹
三
十
二
歳
。

十
六
、 

「
五
性
図
説
」
に
は
「
朱
子
曰
ク
、
人
五
行
の
秀
ヲ
稟
ケ
テ
以
テ
生
ル
。
故
ニ
木
神

ヲ
仁
ト
曰
フ
。
則
チ
愛
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
惻
隠
ト
為
ス
。
火
神
ヲ
礼
ト

曰
フ
。
則
チ
敬
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
恭
遜
ト
為
ス
。
金
神
ヲ
義
ト
曰
フ
。

則
チ
宜
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
羞
悪
ト
為
ス
。
水
神
ヲ
智
ト
曰
フ
。
則
チ
別

ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
是
非
ト
為
ス
。
土
神
ヲ
信
ト
曰
フ
。
則
チ
実
有
ノ
理

ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
忠
信
ト
為
ス
。
是
レ
皆
天
理
ノ
固
ヨ
リ
然
ル
モ
ノ
ニ
テ
人

心
ノ
以
テ
妙
ト
為
ル
所
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
八
〜
九
頁
）
と
あ

る
。

十
七
、 

「
心
ハ
統
体
ノ
総
号
、
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
、
性
情
ヲ
統
ブ
。
」
と
い
う
、

こ
の
文
の
「
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
」
の
部
分
が
「
太
極
」
は
「
理
」
と

「
気
」
の
混
合
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

十
八
、 

「
天
ハ
、
上
帝
ノ
別
名
ナ
リ
。
命
ハ
猶
ホ
令
ノ
ゴ
ト
シ
。
天
命
ハ
上
帝
ノ
賦
ス
ル
所

ノ
正
理
、
物
ト
シ
テ
有
ラ
ザ
ル
無
ク
、
時
ト
シ
テ
然
ラ
ザ
ル
無
シ
。
」
（
「
持
敬
図

説
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
九
五
〜
七
頁
）
と
あ
り
、
「
上
帝
」
は
「
天
」
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
「
皇
上
帝
」
と
「
天
」
と
「
上
帝
」
と
「
太
極
」
は
皆
同
義
の
概
念

で
あ
る
。

十
九
、 

「
大
学
序
説
」
の
注
に
は
、
「
聡
明
睿
智
能
ク
其
ノ
性
ヲ
尽
ス
。
便
チ
是
レ
生
知
安

行
ノ
聖
人
ニ
シ
テ
、
気
其
ノ
清
ヲ
極
メ
、
質
其
ノ
粋
ヲ
極
メ
ル
者
ナ
リ
。
」
（
『
全
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法
治
が
枝
葉
」
と
い
う
政
治
形
態
を
確
立
す
る
為
の
理
論
で
あ
っ
て
、
藤
樹
の
思

想
を
「
徳
治
哲
学
」
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

注
：

一
、 

本
稿
で
は
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
（
全
五
冊
、
弘
文
堂
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
を
用

い
る
。
以
下
で
は
『
全
集
』
と
略
称
す
る
。

二
、 

『
全
集
』
の
編
者
が
書
い
た
「
解
題
」
に
は
、
「
朱
子
学
時
代
に
藤
樹
規
あ
り
、
王
学

時
代
に
致
良
知
あ
り
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
一
一
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
、
「
本
巻

収
む
る
所
の
首
経
考
・
孝
経
考
・
大
学
考
（
漢
文
体
）
・
四
書
考
・
読
四
書
法
・
大
学

序
説
は
皆
先
生
中
年
の
作
に
し
て
、
何
れ
も
朱
子
学
時
代
に
属
し
、
王
学
思
想
の
存
在

を
認
む
る
能
は
ず
。
又
学
説
日
に
新
な
り
し
先
生
に
あ
り
て
は
、
朱
子
学
時
代
と
王
学

の
自
覚
時
代
と
の
中
間
に
編
者
の
所
謂
王
学
の
模
索
時
代
と
も
称
す
べ
き
時
期
を
画
す

べ
き
も
の
あ
り
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
五
七
七
頁
）
と
あ
り
、
「
先
生
が
朱
子
学

よ
り
王
学
に
転
換
せ
ら
れ
た
る
晩
年
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
頁
）
と
あ
る
。
編

者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
藤
樹
の
学
術
に
つ
い
て
、
第
一
期
は
「
四
書
」
を
主
と
す
る
時

代
、
第
二
期
（
三
十
一
歳
の
頃
を
以
て
之
を
画
す
べ
き
も
の
の
如
し
）
は
五
経
を
熟
読

す
る
時
期
、
第
三
期
（
三
十
三
歳
〜
三
十
六
歳
ま
で
）
は
王
学
模
索
時
代
、
第
四
期

（
三
十
七
歳
以
降
）
は
王
学
時
代
、
こ
の
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
「
以
上
先
生

の
学
術
が
、
前
二
期
に
あ
り
て
は
、
四
書
に
求
む
る
か
、
五
経
に
求
む
る
か
、
の
相
違

あ
り
と
は
言
へ
、
要
す
る
に
修
養
の
標
準
を
外
に
求
む
る
朱
子
学
に
あ
り
、
後
の
二
期

に
あ
り
て
は
同
じ
く
四
書
五
経
を
最
後
の
標
準
と
し
、
又
模
索
と
自
覚
と
の
区
別
こ
そ

存
す
れ
、
要
す
る
に
修
養
の
標
準
を
吾
人
の
心
の
内
部
に
求
む
る
王
学
的
思
想
を
自

ら
案
出
し
、
後
之
に
転
換
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
五
九

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

三
、 

拙
稿
「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
四
十
三
号
、
二
○
一
七
年
）
を
参
照
。
因
み
に
、
筆
者
は
朱
子
哲
学
研
究
に
お

い
て
、
以
下
の
幾
つ
か
の
論
文
を
公
表
し
た
。
「
朱
子
の
「
太
極
」
と
「
気
」
」
（
岡

山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
二
○
一
一
年
）
、
「
朱
子
の
「
神
」
」

（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
○
一
二
年
）
、
「
朱
子
の

「
心
」
」
（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二
○
一
三
年
）
、
「
朱

子
の
「
理
」
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
二
○
一
四
年
）
、

「
朱
子
の
「
情
」
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
○
一
五

年
）
、
「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」
」
（
前
掲
）
、
「
朱
子
の
「
君
子
」
」
（
『
岡
山
大

学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
四
号
、
二
○
一
七
年
）
、
「
『
周

易
本
義
』
と
朱
子
哲
学
」
（
岡
山
大
学
『
文
化
共
生
学
研
究
』
第
八
号
、
二
○
一
九

年
）
。

四
、 

「
道
夫
問
、
気
質
之
説
、
始
於
何
人
。
曰
、
此
起
於
張
・
程
。
某
以
為
極
有
功
於
聖

門
、
有
補
於
後
学
、
読
之
使
人
深
有
感
於
張
・
程
、
前
此
未
曽
有
人
説
到
此
。
」

（
『
朱
子
語
類
』
、
七
○
頁
）
。
本
稿
で
は
、
中
華
書
局
の
標
点
本
『
朱
子
語
類
』

（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
る
。

五
、 

「
君
子
者
、
成
徳
之
名
也
。
所
貴
乎
君
子
者
、
有
以
化
其
気
稟
之
性
耳
。
不
然
、
何
足

以
言
君
子
。
中
庸
言
雖
愚
必
明
、
雖
柔
必
強
處
、
正
是
此
意
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
、

五
七
八
〜
九
頁
）
。
「
成
徳
」
に
つ
い
て
は
「
成
徳
、
成
就
其
徳
、
如
孔
子
於
冉
閔
、

徳
則
天
資
純
粋
者
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
、
一
四
五
三
頁
）
、
「
成
徳
、
如
顏
淵
閔
子

騫
者
是
也
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
、
一
四
五
三
頁
）
と
あ
り
、
『
論
語
』
先
進
篇
に
は

「
徳
行
、
顏
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
牛
、
仲
弓
。
」
と
あ
り
、
ま
た
「
子
曰
、
孝
哉
閔
子

騫
。
人
不
間
於
其
父
母
昆
弟
之
言
。
」
と
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
成
徳
」
を
「
徳
の
実

行
を
行
う
」
の
意
と
解
す
る
。
朱
子
の
言
う
「
君
子
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の

「
君
子
」
」
（
前
掲
）
を
参
照
。

六
、 

「
安
昌
弑
玄
同
論
」
の
著
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
ま
た
、
「
解
題
」
に
「
唯
首
記
の
二

文
、
安
昌
弑
玄
同
論
と
林
氏
剃
髪
受
位
辨
と
は
、
先
生
二
十
三
四
歳
の
作
に
し
て
、
気

鋭
言
厲
、
晩
年
に
及
ん
で
之
を
言
ふ
を
欲
せ
ら
れ
ざ
り
し
も
の
の
如
な
れ
ば
、
今
茲

に
言
わ
ず
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
〇
九
頁
）
と
あ
り
、
「
安
昌
弑
玄
同
論
」
に

つ
け
た
解
説
に
は
「
按
年
譜
原
稿
寛
永
庚
午
春
先
生
在
大
州
作
之
。
時
年
廿
三
。
」

（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
一
七
頁
）
と
あ
る
。

七
、 

「
安
昌
玄
同
を
弑
ス
ル
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
解
説
に
は
「
先
哲
叢
譚
。
菅
玄
同
。
字

子
徳
。
号
得
庵
。
播
摩
人
。
師
事
藤
惺
窩
。
後
家
京
師
。
寛
永
戊
辰
六
月
十
四
日
。
家

人
皆
出
観
祇
園
社
會
。
得
庵
独
居
読
書
。
方
倦
怠
微
睡
。
弟
子
安
田
安
昌
者
。
潜
来
伺

之
。
即
就
刃
。
得
庵
未
及
轉
身
。
胸
洞
吭
絶
。
聞
者
識
與
不
識
。
莫
不
嘆
惋
。
官
即
捕

安
昌
刑
之
。
羅
山
作
墓
記
惜
之
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
一
七
頁
）
と
あ
る
。

八
、 

「
大
上
天
尊
大
乙
神
経
序
」
の
題
に
対
す
る
編
集
者
の
注
に
は
「
全
書
の
注
に
庚
辰
の

歳
作
る
と
。
按
ず
る
に
此
れ
及
び
疑
解
は
止
だ
全
書
に
見
ゆ
。
○
年
譜
寛
永
此
庚
辰
先

生
時
に
年
三
十
三
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
七
頁
）
と
あ
る
。
「
霊
符
疑
解
」
の

題
に
対
す
る
編
集
者
の
注
に
は
「
按
ず
る
に
此
ノ
篇
全
書
以
為
ら
く
何
時
ノ
作
な
る
か

を
審
に
せ
ず
。
然
れ
ど
も
序
に
据
れ
ば
其
ノ
辨
疑
解
に
詳
ナ
リ
ト
云
ふ
に
、
則
ち
以
て

其
ノ
同
時
に
作
れ
る
を
知
る
可
し
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
四
一
頁
）
と
あ
り
、

こ
の
文
に
い
う
「
序
」
は
即
ち
「
大
上
天
尊
大
乙
神
経
序
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
格
物

致
知
」
に
付
け
た
注
に
「
全
書
解
の
字
無
し
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
あ
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り
、
ま
た
そ
の
文
章
の
上
段
の
注
に
は
「
標
目
底
本
作
格
物
致
知
解
。
真
蹟
同
。
今
標

目
従
全
書
岡
田
氏
本
。
下
準
之
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ
に

い
う
「
全
書
」
は
即
ち
「
全
書
岡
田
氏
本
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

九
、 

こ
の
書
簡
に
つ
け
た
編
集
者
の
注
に
は
「
按
ず
る
に
此
書
諸
本
並
に
載
せ
ず
。
た
だ
年

譜
稿
本
に
庚
辰
秋
翁
問
答
を
著
は
す
條
下
と
、
甲
申
の
秋
陽
明
全
書
を
得
た
る
條
下

に
、
池
田
氏
に
與
ふ
る
書
云
々
書
翰
に
見
と
注
し
て
其
文
を
全
く
載
ざ
る
も
の
あ
り
。

恐
ら
く
は
此
書
を
指
て
云
へ
る
な
る
べ
し
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
四
四
○
頁
）
と

あ
る
。
甲
申
の
年
、
藤
樹
は
三
七
歳
。

十
、 

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
四
十
五
号
、
二
○
一
八
年
）
（
二
）
頁
を
参
照
。

十
一
、 

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
一
二
）
頁
を
参
照
。
藤
樹
の
弟
子
熊

沢
蕃
山
が
著
し
た
『
集
義
全
書
』
巻
第
八
「
議
論
之
一
」
に
「
心
友
問
孝
之
心
法
」

と
い
う
條
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
孝
経
心
法
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
「
孝
経
心
法
」
は
藤
樹
の
作
な
の
か
、
そ
れ
と
も
熊
沢
蕃
山
の
作
な
の
か
、
明

確
に
判
断
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
中
江
藤
樹

の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
四
）
頁
を
参
照
）
。
『
全
集
』
の
「
解
題
」
に
「
巻
二

初
頭
に
孝
経
心
法
の
一
篇
あ
り
。
内
容
よ
り
言
ふ
も
文
気
よ
り
言
ふ
も
、
必
ず
先
生

の
真
著
に
相
違
な
か
る
可
く
、
翁
問
答
に
お
け
る
孝
説
を
更
に
推
究
要
説
し
た
る
も

の
と
謂
ふ
可
し
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ

の
判
断
に
従
う
。

十
二
、 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
「
太
虚
」
」
（
前
掲
）
（
五
）
頁
及
び
（
七
）
頁

を
参
照
。

十
三
、 

「
大
乙
尊
神
」
は
最
早
期
の
文
献
に
し
か
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
、
神
的
な
性
格
が

備
わ
っ
て
い
て
宗
教
性
が
か
な
り
濃
厚
で
あ
る
。
「
神
道
」
は
『
翁
問
答
』
に
し
か

見
受
け
ら
れ
な
い
語
で
あ
り
、
『
翁
問
答
』
上
巻
に
は
「
易
経
の
神
道
を
さ
と
り
我

身
の
受
用
を
な
す
事
に
て
候
。
…
、
天
地
の
あ
ひ
だ
に
何
に
て
も
易
経
の
神
理
に
も

れ
た
る
事
な
し
。
又
易
理
よ
り
い
で
ぬ
事
は
一
つ
も
な
く
候
。
」
（
『
全
集
』
第
三

冊
、
一
五
〇
頁
）
と
あ
り
、
『
翁
問
答
』
下
巻
に
は
「
中
庸
の
神
理
」
（
『
全
集
』

第
三
冊
、
二
五
二
頁
）
、
「
中
庸
の
神
道
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
二
七
五
頁
）
と

あ
り
、
ま
た
、
「
藤
樹
先
生
精
言
」
（
『
翁
問
答
』
か
ら
の
抜
粋
）
に
は
「
中
庸
の

天
理
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
四
九
四
頁
）
と
も
あ
る
。
「
神
道
」
は
「
神
理
」
と

も
言
い
、
「
理
」
「
天
理
」
と
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

『
翁
問
答
』
に
言
う
「
神
道
」
は
気
と
理
の
混
合
体
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
天

理
」
「
理
」
、
つ
ま
り
「
道
理
」
を
意
味
す
る
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
四
、 

「
皇
上
帝
」
は
『
尚
書
』
商
書
・
湯
誥
に
言
う
「
惟
皇
上
帝
、
降
衷
于
民
」
を
出
典

と
す
る
語
で
あ
る
が
、
藤
樹
は
「
天
」
も
「
皇
上
帝
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
後
述
を

参
照
）
。

十
五
、 

編
集
者
の
「
解
題
」
に
「
本
巻
収
む
る
所
の
首
経
考
・
孝
経
考
・
大
学
考
（
漢
文

体
）
・
四
書
考
・
読
四
書
法
・
大
学
序
説
は
皆
先
生
中
年
の
作
に
し
て
、
何
れ
も
朱

子
学
時
代
に
属
し
、
王
学
思
想
の
存
在
を
認
む
る
能
は
ず
。
」
（
『
全
集
』
第
一

冊
、
五
七
七
頁
）
と
あ
り
、
「
本
篇
は
主
と
し
て
孝
経
が
孔
子
の
手
著
に
係
る
こ
と

と
、
古
文
を
斥
け
て
今
文
に
従
ふ
べ
き
を
力
説
し
た
る
も
の
に
し
て
、
此
の
点
上
の

首
経
考
と
一
致
す
る
も
の
あ
り
。
然
れ
ど
も
先
生
三
十
四
五
歳
の
作
孝
経
啓
蒙
を
見

れ
ば
僅
少
の
文
字
刪
除
の
外
、
多
く
は
古
文
に
従
わ
れ
た
る
を
見
る
。
」
（
『
全

集
』
第
一
冊
、
五
七
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
「
図
説

　解
題
並
凡
例
」
に
は
「
本

巻
収
む
る
所
の
四
書
合
一
図
説
・
大
学
朱
説
序
図
説
・
大
学
序
宗
旨
図
・
五
性
図

説
・
明
徳
図
説
・
持
敬
図
説
は
皆
先
生
中
年
の
作
に
し
て
、
何
れ
も
朱
子
学
時
代
に

属
し
、
王
学
思
想
濃
厚
の
跡
を
留
め
ざ
る
こ
と
前
巻
に
同
じ
。
」
（
『
全
集
』
第
一

冊
、
六
二
七
頁
）
と
あ
る
。
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
傳
』
の
題
に
付
け
て
い
る
編
者
の

注
に
「
年
譜
ニ
寛
永
己
卯
ノ
秋
、
先
生
論
語
ヲ
講
ジ
、
郷
党
篇
ニ
至
ツ
テ
発
明
ス
ル

所
有
リ
、
之
ガ
解
ヲ
為
ラ
ン
ト
欲
シ
、
遂
ニ
草
ヲ
起
ス
。
郷
党
篇
自
リ
先
進
ノ
首
ニ

至
ル
。
疾
ニ
寝
ネ
テ
即
チ
止
ム
。
後
自
ラ
以
為
ヘ
ラ
ク
多
ク
心
ニ
愜
ハ
ザ
ル
ト
。
即

チ
此
ノ
書
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
四
〇
五
頁
）
と
あ
る
。
寛
永
己
卯
の
年

は
藤
樹
三
十
二
歳
。

十
六
、 

「
五
性
図
説
」
に
は
「
朱
子
曰
ク
、
人
五
行
の
秀
ヲ
稟
ケ
テ
以
テ
生
ル
。
故
ニ
木
神

ヲ
仁
ト
曰
フ
。
則
チ
愛
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
惻
隠
ト
為
ス
。
火
神
ヲ
礼
ト

曰
フ
。
則
チ
敬
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
恭
遜
ト
為
ス
。
金
神
ヲ
義
ト
曰
フ
。

則
チ
宜
ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
羞
悪
ト
為
ス
。
水
神
ヲ
智
ト
曰
フ
。
則
チ
別

ノ
理
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
是
非
ト
為
ス
。
土
神
ヲ
信
ト
曰
フ
。
則
チ
実
有
ノ
理

ナ
リ
、
而
シ
テ
其
ノ
発
ヲ
忠
信
ト
為
ス
。
是
レ
皆
天
理
ノ
固
ヨ
リ
然
ル
モ
ノ
ニ
テ
人

心
ノ
以
テ
妙
ト
為
ル
所
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
八
〜
九
頁
）
と
あ

る
。

十
七
、 

「
心
ハ
統
体
ノ
総
号
、
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
、
性
情
ヲ
統
ブ
。
」
と
い
う
、

こ
の
文
の
「
太
極
ノ
異
名
、
理
気
ヲ
合
し
」
の
部
分
が
「
太
極
」
は
「
理
」
と

「
気
」
の
混
合
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

十
八
、 

「
天
ハ
、
上
帝
ノ
別
名
ナ
リ
。
命
ハ
猶
ホ
令
ノ
ゴ
ト
シ
。
天
命
ハ
上
帝
ノ
賦
ス
ル
所

ノ
正
理
、
物
ト
シ
テ
有
ラ
ザ
ル
無
ク
、
時
ト
シ
テ
然
ラ
ザ
ル
無
シ
。
」
（
「
持
敬
図

説
」
、
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
九
五
〜
七
頁
）
と
あ
り
、
「
上
帝
」
は
「
天
」
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
「
皇
上
帝
」
と
「
天
」
と
「
上
帝
」
と
「
太
極
」
は
皆
同
義
の
概
念

で
あ
る
。

十
九
、 

「
大
学
序
説
」
の
注
に
は
、
「
聡
明
睿
智
能
ク
其
ノ
性
ヲ
尽
ス
。
便
チ
是
レ
生
知
安

行
ノ
聖
人
ニ
シ
テ
、
気
其
ノ
清
ヲ
極
メ
、
質
其
ノ
粋
ヲ
極
メ
ル
者
ナ
リ
。
」
（
『
全
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三
十
七
歳
以
降
）
の
も
の
と
す
る
。

二
十
九
、 

「
甲
申
ノ
秋
作
」
と
さ
れ
る
「
山
田
子
ヲ
送
ル
」
と
い
う
手
紙
に
「
竊
ニ
按
ズ
ル

ニ
大
学
発
端
ノ
三
言
ニ
曰
ク
明
徳
、
曰
ク
親
民
、
曰
ク
至
善
。
厥
ノ
指
ス
所
異
リ

ト
雖
ド
モ
、
其
ノ
実
ハ
惟
レ
同
ジ
。
天
性
ノ
光
明
正
大
ノ
全
体
ヲ
指
シ
テ
明
徳
ト

号
シ
、
明
徳
感
通
ノ
大
頭
脳
ヲ
指
シ
親
民
ト
謂
ヒ
、
至
誠
無
息
ノ
良
知
ヲ
指
シ
テ

至
善
ト
謂
フ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
五
頁
）
と
あ
る
。
甲
申
の
年
は
藤

樹
三
十
七
歳
。

三
十
、 

「
中
庸
続
解
」
に
は
、
「
人
々
不
昧
ノ
良
知
即
チ
聖
人
ノ
吾
ト
同
体
、
行
怪
ノ
人
良

知
イ
マ
ダ
コ
レ
ヲ
不
安
ナ
リ
。
為
之
矣
ハ
乃
ヒ
後
来
ノ
習
心
習
気
。
」
（
『
全
集
』

第
二
冊
、
一
二
七
頁
）
、
「
故
ニ
聖
人
ノ
道
後
来
ノ
習
ヲ
日
ニ
減
し
て
、
本
来
虚
明

ノ
心
体
ニ
復
ル
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。
」
（
同
上
、
一
三
四
頁
）
、
「
生
而
知
ハ
后
来
意
必

固
我
ノ
習
ナ
ク
、
心
体
純
粋
ナ
ル
ヲ
云
。
」
（
同
上
、
一
六
五
頁
）
、
「
聖
人
已
下

ノ
者
ハ
攙
雑
ヲ
免
レ
不
ル
ニ
因
テ
道
ト
離
レ
来
ル
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
道
イ
マ
ダ
離

レ
ズ
シ
テ
中
心
滅
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
同
上
、
一
三
五
頁
）
、
「
凡
心
ニ
ハ
種
々

ノ
外
欲
攙
雑
シ
テ
汚
ナ
キ
コ
ト
ア
タ
ワ
ズ
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
一
点
虚
霊
ノ
心
未
ダ

泯
滅
セ
ズ
、
此
ニ
於
テ
外
欲
ノ
攙
雑
ヲ
除
キ
一
点
虚
霊
純
一
ノ
心
ニ
復
リ
外
染
ニ
ケ

ガ
サ
レ
ズ
。
外
ハ
則
時
相
応
ノ
盛
服
を
服
シ
、
内
外
コ
モ
ゴ
モ
相
養
ヒ
テ
、
視
聴

言
動
思
ノ
非
礼
ヲ
去
リ
、
常
常
純
一
ノ
本
心
ニ
復
ル
ハ
修
身
ナ
リ
。
」
（
同
上
、

一
七
五
頁
）
、
「
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
聖
人
ヨ
リ
已
下
ノ
人
ハ
、
后
来
ノ
習
ヒ
意
欲

気
欲
ノ
攙
雑
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
」
（
同
上
、
一
八
二
頁
）
、
「
聖
人
已
下
意
必
固

我
ノ
夾
雑
ア
リ
。
此
夾
雑
ヲ
除
ク
ト
キ
ハ
、
其
純
一
ノ
本
体
ニ
復
ル
。
」
（
同
上
、

二
〇
二
頁
）
と
あ
る
。
「
論
語
解
」
に
は
「
本
体
ト
凡
心
ト
各
本
ヲ
二
ツ
ニ
ス
ル
ニ

非
ズ
。
只
本
体
上
ニ
意
必
固
我
ノ
私
欲
ヲ
攙
雑
凝
滞
ス
ル
ヲ
凡
心
ト
ス
。
故
ニ
私

欲
無
キ
時
惺
々
中
和
ノ
心
即
本
体
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
八
八
頁
）
と
あ

る
。
『
翁
問
答
』
下
巻
に
は
「
聖
人
よ
り
下
さ
ま
の
う
ま
れ
つ
き
に
は
、
必
ず
気
習

の
偏
あ
る
に
よ
つ
て
、
云
々
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
一
六
五
〜
六
頁
）
と
あ
る
。

三
十
一
、 

詳
し
く
は
拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』
（
朋
友
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）
の
第
二
章
「
王
陽
明
の
「
良
知
」
」
（
六
四
頁
）
を
参
照
。

三
十
二
、 

「
意
必
固
我
」
に
つ
い
て
は
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ

云
。
是
躯
殻
上
ノ
知
覚
ニ
シ
テ
本
体
ノ
霊
覚
ニ
非
ズ
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
私
意

ト
ス
。
必
ハ
意
ヲ
必
ラ
ズ
遂
ン
ト
期
ス
ル
意
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
期
必
ト
ス
。

固
ハ
意
必
ノ
堅
ク
ス
ク
ム
ヲ
云
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
執
滞
ト
ス
。
我
ハ
意
必
固

ノ
惑
深
ク
、
己
有
コ
ト
ヲ
知
テ
、
人
有
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
を
云
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ

テ
私
己
ト
ス
。
」
（
「
論
語
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
七
一
〜
二
頁
）
と
あ

る
。

三
十
三
、 

「
論
語
解
」
に
は
、
「
身
ト
云
ハ
視
聴
言
動
思
也
。
身
ヲ
云
テ
以
テ
行
ヲ
示

ス
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
七
六
頁
）
、
「
己
ハ
身
ノ
私
欲
ヲ
云
。
五
事
ノ
良

知
ヲ
欺
キ
、
道
ヲ
離
ル
ル
モ
ノ
是
也
。
」
（
同
上
、
八
六
頁
）
、
「
人
ノ
私
欲
外

ニ
願
ヒ
物
事
ヲ
逐
フ
ニ
ヨ
リ
起
ル
。
」
（
同
上
、
八
七
頁
）
、
「
豪
髪
ニ
テ
モ
物

ヲ
逐
ヒ
外
ニ
願
フ
ト
キ
ハ
五
官
必
本
体
ヲ
離
ル
。
五
官
ノ
本
体
ヲ
離
ル
ル
ヲ
非
礼

ト
ス
。
五
事
ノ
非
礼
ヲ
禁
止
ス
レ
バ
本
体
即
呈
露
ス
。
」
（
同
上
、
八
九
〜
九
〇

頁
）
、
「
明
徳
ノ
條
理
ヲ
礼
ト
名
ヅ
ケ
ル
。
」
（
同
上
、
八
六
頁
）
と
あ
り
、

「
大
学
解
」
に
は
、
「
五
事
ノ
良
知
ニ
ソ
ム
ク
ヲ
不
善
ヲ
為
ス
ト
云
。
」
（
『
全

集
』
第
二
冊
、
四
四
頁
）
、
「
修
身
ハ
形
気
ノ
欲
に
奪
ハ
レ
ズ
、
五
官
其
職
ヲ
尽

シ
、
五
事
皆
明
徳
ニ
率
フ
を
云
。
」
（
同
上
、
三
一
頁
）
と
あ
る
。

三
十
四
、 

『
中
江
藤
樹
の
儒
学
―
そ
の
形
成
史
的
研
究
―
』
（
山
本
命
著
、
風
間
書
房
、
昭

和
五
十
二
年
）
、
『
近
世
の
心
身
論
―
徳
川
前
期
儒
教
の
三
つ
の
形
―
』
（
高
橋

文
博
著
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
第
二
章
「
中
江
藤
樹
の
「
心
」
の
思

想
」
、
な
ど
の
先
行
論
考
で
は
、
中
江
藤
樹
の
い
う
「
徳
治
」
「
法
治
」
に
つ
い

て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
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集
』
第
一
冊
、
六
二
五
頁
）
と
あ
り
、
「
聡
明
睿
智
」
は
「
心
」
に
属
す
る
も
の
で

あ
り
、
聖
人
の
「
心
」
は
極
め
て
清
ら
か
な
「
気
」
と
極
め
て
純
粋
な
「
質
」
を
受

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
十
、 
『
孝
経
啓
蒙
』
（
定
稿
本
）
に
「
仁
義
礼
智
心
ニ
根
ス
。
皆
徳
ナ
リ
。
而
シ
テ
仁
ハ

義
礼
智
ヲ
包
ヌ
、
而
シ
テ
孝
ハ
又
仁
ノ
実
為
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
三
○
八

頁
）
と
あ
り
、
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
傳
』
に
は
「
五
常
ハ
皆
善
ナ
リ
、
而
シ
テ
仁
之

ヲ
統
ブ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
五
頁
）
と
あ
る
。

二
十
一
、 

「
五
性
図
説
」
に
は
「
性
ハ
即
チ
理
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
九

頁
）
と
あ
る
。

二
十
二
、 

「
形
気
本
悪
無
シ
ト
雖
ヘ
ド
モ
、
而
シ
テ
形
象
有
レ
バ
、
則
チ
偏
無
キ
コ
ト
能
ハ

ズ
。
」
（
「
明
徳
図
説
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
六
七
七
頁
）
と
言
い
、
ま
た
一

方
で
は
、
「
に
ん
げ
ん
の
生
れ
つ
き
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
大
体
の
お

ふ
わ
け
は
五
品
に
つ
づ
ま
れ
り
。
聖
人
一
品
、
賢
人
一
品
、
知
者
一
ひ
ん
、
愚
者

一
品
、
不
肖
者
一
品
、
凡
て
五
品
な
り
。
聖
人
は
生
知
安
行
と
て
、
が
く
も
ん
せ

ず
し
て
徳
を
し
り
道
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
人
な
り
。
聖
人
よ
り
以
下
は
、
が
く
も

ん
せ
ざ
れ
ば
徳
を
し
り
道
を
お
こ
な
ふ
事
あ
た
わ
ず
。
人
間
に
生
れ
て
徳
を
し
り

道
を
お
こ
な
は
ざ
れ
ば
、
人
面
獣
心
と
て
、
云
々
。
」
（
『
翁
問
答
』
上
巻
、

『
全
集
』
第
三
冊
、
一
〇
三
頁
）
と
も
言
う
よ
う
に
、
た
だ
聖
人
だ
け
が
「
生
知

安
行
と
て
、
が
く
も
ん
せ
ず
し
て
徳
を
し
り
道
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
人
な
り
」
と

し
て
い
る
。

二
十
三
、 

「
五
性
図
説
」
に
「
仁
ハ
人
ノ
本
然
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
五
〇

頁
）
と
あ
り
、
だ
か
ら
、
「
本
然
」
と
は
即
ち
「
明
徳
」
の
こ
と
で
あ
り
、
即
ち

「
本
心
」
の
こ
と
で
あ
る
（
前
述
を
参
照
）
。

二
十
四
、 

「
持
敬
図
説
」
に
は
「
寂
然
不
動
ナ
ル
者
ハ
明
徳
至
静
ノ
本
体
ナ
リ
。
感
ジ
テ
遂

に
通
ズ
ル
者
ハ
明
徳
至
動
ノ
妙
用
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
七
〇
〇
頁
）

と
あ
る
。
「
明
徳
」
は
即
ち
「
性
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
五
性
図
説
」
に
は
「
情

ハ
性
ノ
動
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
六
四
九
頁
）
と
あ
り
、
「
心
気
理
想

論
」
に
は
、
「
故
に
性
の
霊
覚
を
道
心
と
云
。
形
気
の
霊
覚
を
人
心
と
云
。
…
、

或
は
理
に
霊
覚
な
し
、
気
に
知
覚
あ
り
と
い
へ
る
説
あ
り
、
大
な
る
誤
也
。
」

（
『
全
集
』
第
二
冊
、
五
七
二
頁
）
と
あ
る
。

二
十
五
、 

「
寄
友
」
は
「
辛
丑
之
秋
」
の
作
と
さ
れ
る
が
、
編
者
は
「
按
先
生
在
世
の
際
辛

丑
の
歳
有
こ
と
な
し
。
恐
ら
く
は
辛
巳
の
誤
な
ら
ん
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、

四
六
三
頁
）
と
注
し
て
い
る
。
辛
巳
の
年
、
藤
樹
は
三
十
四
歳
。

二
十
六
、 

『
孝
経
啓
蒙
』
に
は
、
「
身
ヲ
修
ム
ト
ハ
一
身
ノ
作
用
天
理
ニ
循
ツ
テ
乱
ラ
ザ
ル

ヲ
謂
フ
。
謂
ハ
所
ル
非
礼
視
ル
勿
レ
、
非
礼
聴
ク
勿
レ
、
非
礼
言
フ
勿
レ
、
非
礼

動
ク
勿
レ
是
レ
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
八
九
頁
）
、
「
理
マ
ル
ト

ハ
物
其
ノ
理
ヲ
得
テ
乱
ラ
ザ
ル
ヲ
謂
フ
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
二
九
〇
頁
）
、

「
道
ヲ
行
フ
ト
ハ
、
接
物
応
事
毎
ニ
道
ヲ
脩
メ
テ
須
叟
モ
離
レ
ザ
ル
ヲ
謂
フ
。
大

学
ニ
謂
ハ
所
ル
格
物
致
知
是
レ
ナ
リ
。
」
（
同
上
、
三
一
二
頁
）
、
な
ど
と
あ

り
、
藤
樹
前
期
の
「
工
夫
論
」
は
、
事
物
の
「
理
」
を
窮
め
尽
く
し
て
、
「
理
」

に
従
っ
て
言
動
を
行
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

二
十
七
、 

藤
樹
前
期
の
「
格
物
致
知
」
論
は
だ
い
た
い
朱
子
の
「
格
物
致
知
」
論
を
受
け
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。
朱
子
の
「
窮
理
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の
「
理
」
」

（
前
掲
）
及
び
拙
稿
「
朱
子
の
「
君
子
」
」
（
前
掲
）
を
参
照
。

二
十
八
、 

『
経
解
』
に
所
収
の
「
格
物
致
知
」
に
付
け
た
編
者
の
注
に
「
按
ズ
ル
ニ
二
首
共

ニ
晩
作
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
あ
り
、
「
誠
意
」
に
付
け
た
注
に

「
此
レ
亦
晩
作
」
（
同
上
、
一
二
頁
）
と
あ
り
、
「
愛
敬
」
に
付
け
た
注
に
「
亦

晩
作
」
（
同
上
、
三
二
頁
）
と
あ
り
、
な
ど
、
『
経
解
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文

章
に
は
晩
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。
『
古
本
大
学
全
解
』
の
「
解
題
」
に
「
就
い
て

観
る
に
、
先
生
の
著
大
学
考
及
び
大
学
解
と
そ
の
所
説
殆
ど
一
致
し
、
（
割
注:

忠
信
の
説
の
如
き
論
語
解
と
全
然
同
一
な
る
も
の
あ
り
。
）
且
つ
先
生
が
王
学
に

轉
ぜ
ら
れ
た
る
後
、
即
ち
先
生
晩
年
の
作
に
係
る
を
知
り
、
直
に
之
が
編
纂
に
従

事
し
た
り
。
」
（
同
上
、
五
〇
一
頁
）
と
あ
る
。
「
大
学
考
」
（
和
文
体
）
「
大

学
蒙
注
」
「
大
学
解
」
の
三
著
に
つ
い
て
、
「
解
題
」
に
「
是
に
由
つ
て
之
を
観

れ
ば
、
た
と
い
三
著
が
述
作
の
時
代
に
極
め
て
少
し
前
後
関
係
あ
り
と
す
る
も
、

内
容
上
先
生
の
最
晩
年
の
作
な
る
こ
と
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
と
共
に
、
云
々
。
」

（
『
全
集
』
第
二
冊
、
五
頁
）
と
あ
る
。
「
中
庸
解
」
と
「
論
語
解
」
に
つ
い
て

「
解
題
」
に
「
何
れ
も
先
生
晩
年
の
作
に
属
す
る
も
の
な
り
。
」
（
同
上
、
五
三

頁
）
と
あ
る
。
「
中
庸
続
解
」
に
つ
い
て
「
解
題
」
に
「
本
書
は
先
生
の
著
「
中

庸
解
」
の
続
編
な
り
。
」
（
同
上
、
九
一
頁
）
と
あ
り
、
つ
ま
り
晩
年
の
作
で
あ

る
。
『
翁
問
答
』
下
巻
に
つ
い
て
は
、
「
丙
戌
の
年
下
巻
一
二
篇
を
正
し
た
ま

ふ
。
丁
亥
の
年
又
こ
れ
を
改
め
ん
と
す
。
病
を
も
つ
て
の
故
に
や
、
少
き
に
し
て

終
に
不
成
。
同
年
上
巻
を
改
め
書
せ
ん
と
欲
す
。
わ
づ
か
に
し
て
又
果
さ
ず
。
」

（
「
倭
文
心
学
成
書
一
」
、
『
全
集
』
第
三
冊
、
二
七
八
頁
）
と
あ
る
。
丙
戌
の

年
は
藤
樹
三
十
九
歳
、
丁
亥
の
年
は
藤
樹
四
十
歳
。
『
翁
問
答
』
の
「
解
題
」
に

は
「
さ
て
先
生
が
本
書
を
著
作
さ
れ
し
頃
は
陽
明
学
を
既
に
十
分
に
研
究
さ
れ

し
後
な
る
か
、
否
ら
ざ
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
来
頗
る
論
難
の
存
す

る
点
な
れ
ど
、
本
書
の
内
容
よ
り
見
る
に
、
先
生
が
朱
子
学
よ
り
、
陽
明
学
へ
遷

ら
れ
つ
つ
あ
る
過
渡
期
た
り
し
も
の
の
如
し
。
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
五~

六

頁
）
と
あ
る
。
「
過
渡
期
た
り
し
も
の
」
と
の
判
断
が
穏
当
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

本
稿
で
は
行
論
の
便
宜
上
、
『
翁
問
答
』
上
巻
を
藤
樹
前
期
（
つ
ま
り
三
十
六
歳

以
前
）
の
思
想
を
叙
述
し
た
も
の
と
し
、
『
翁
問
答
』
下
巻
を
後
期
（
つ
ま
り
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（69）

三
十
七
歳
以
降
）
の
も
の
と
す
る
。

二
十
九
、 

「
甲
申
ノ
秋
作
」
と
さ
れ
る
「
山
田
子
ヲ
送
ル
」
と
い
う
手
紙
に
「
竊
ニ
按
ズ
ル

ニ
大
学
発
端
ノ
三
言
ニ
曰
ク
明
徳
、
曰
ク
親
民
、
曰
ク
至
善
。
厥
ノ
指
ス
所
異
リ

ト
雖
ド
モ
、
其
ノ
実
ハ
惟
レ
同
ジ
。
天
性
ノ
光
明
正
大
ノ
全
体
ヲ
指
シ
テ
明
徳
ト

号
シ
、
明
徳
感
通
ノ
大
頭
脳
ヲ
指
シ
親
民
ト
謂
ヒ
、
至
誠
無
息
ノ
良
知
ヲ
指
シ
テ

至
善
ト
謂
フ
。
」
（
『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
五
頁
）
と
あ
る
。
甲
申
の
年
は
藤

樹
三
十
七
歳
。

三
十
、 

「
中
庸
続
解
」
に
は
、
「
人
々
不
昧
ノ
良
知
即
チ
聖
人
ノ
吾
ト
同
体
、
行
怪
ノ
人
良

知
イ
マ
ダ
コ
レ
ヲ
不
安
ナ
リ
。
為
之
矣
ハ
乃
ヒ
後
来
ノ
習
心
習
気
。
」
（
『
全
集
』

第
二
冊
、
一
二
七
頁
）
、
「
故
ニ
聖
人
ノ
道
後
来
ノ
習
ヲ
日
ニ
減
し
て
、
本
来
虚
明

ノ
心
体
ニ
復
ル
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。
」
（
同
上
、
一
三
四
頁
）
、
「
生
而
知
ハ
后
来
意
必

固
我
ノ
習
ナ
ク
、
心
体
純
粋
ナ
ル
ヲ
云
。
」
（
同
上
、
一
六
五
頁
）
、
「
聖
人
已
下

ノ
者
ハ
攙
雑
ヲ
免
レ
不
ル
ニ
因
テ
道
ト
離
レ
来
ル
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
道
イ
マ
ダ
離

レ
ズ
シ
テ
中
心
滅
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
同
上
、
一
三
五
頁
）
、
「
凡
心
ニ
ハ
種
々

ノ
外
欲
攙
雑
シ
テ
汚
ナ
キ
コ
ト
ア
タ
ワ
ズ
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
一
点
虚
霊
ノ
心
未
ダ

泯
滅
セ
ズ
、
此
ニ
於
テ
外
欲
ノ
攙
雑
ヲ
除
キ
一
点
虚
霊
純
一
ノ
心
ニ
復
リ
外
染
ニ
ケ

ガ
サ
レ
ズ
。
外
ハ
則
時
相
応
ノ
盛
服
を
服
シ
、
内
外
コ
モ
ゴ
モ
相
養
ヒ
テ
、
視
聴

言
動
思
ノ
非
礼
ヲ
去
リ
、
常
常
純
一
ノ
本
心
ニ
復
ル
ハ
修
身
ナ
リ
。
」
（
同
上
、

一
七
五
頁
）
、
「
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
聖
人
ヨ
リ
已
下
ノ
人
ハ
、
后
来
ノ
習
ヒ
意
欲

気
欲
ノ
攙
雑
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
」
（
同
上
、
一
八
二
頁
）
、
「
聖
人
已
下
意
必
固

我
ノ
夾
雑
ア
リ
。
此
夾
雑
ヲ
除
ク
ト
キ
ハ
、
其
純
一
ノ
本
体
ニ
復
ル
。
」
（
同
上
、

二
〇
二
頁
）
と
あ
る
。
「
論
語
解
」
に
は
「
本
体
ト
凡
心
ト
各
本
ヲ
二
ツ
ニ
ス
ル
ニ

非
ズ
。
只
本
体
上
ニ
意
必
固
我
ノ
私
欲
ヲ
攙
雑
凝
滞
ス
ル
ヲ
凡
心
ト
ス
。
故
ニ
私

欲
無
キ
時
惺
々
中
和
ノ
心
即
本
体
ナ
リ
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
八
八
頁
）
と
あ

る
。
『
翁
問
答
』
下
巻
に
は
「
聖
人
よ
り
下
さ
ま
の
う
ま
れ
つ
き
に
は
、
必
ず
気
習

の
偏
あ
る
に
よ
つ
て
、
云
々
」
（
『
全
集
』
第
三
冊
、
一
六
五
〜
六
頁
）
と
あ
る
。

三
十
一
、 

詳
し
く
は
拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』
（
朋
友
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）
の
第
二
章
「
王
陽
明
の
「
良
知
」
」
（
六
四
頁
）
を
参
照
。

三
十
二
、 

「
意
必
固
我
」
に
つ
い
て
は
、
「
意
ハ
事
跡
境
界
ニ
就
テ
好
悪
ノ
念
を
発
ス
ヲ

云
。
是
躯
殻
上
ノ
知
覚
ニ
シ
テ
本
体
ノ
霊
覚
ニ
非
ズ
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
私
意

ト
ス
。
必
ハ
意
ヲ
必
ラ
ズ
遂
ン
ト
期
ス
ル
意
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
期
必
ト
ス
。

固
ハ
意
必
ノ
堅
ク
ス
ク
ム
ヲ
云
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ
テ
執
滞
ト
ス
。
我
ハ
意
必
固

ノ
惑
深
ク
、
己
有
コ
ト
ヲ
知
テ
、
人
有
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
を
云
。
故
ニ
集
注
ニ
解
シ

テ
私
己
ト
ス
。
」
（
「
論
語
解
」
、
『
全
集
』
第
二
冊
、
七
一
〜
二
頁
）
と
あ

る
。

三
十
三
、 

「
論
語
解
」
に
は
、
「
身
ト
云
ハ
視
聴
言
動
思
也
。
身
ヲ
云
テ
以
テ
行
ヲ
示

ス
。
」
（
『
全
集
』
第
二
冊
、
七
六
頁
）
、
「
己
ハ
身
ノ
私
欲
ヲ
云
。
五
事
ノ
良

知
ヲ
欺
キ
、
道
ヲ
離
ル
ル
モ
ノ
是
也
。
」
（
同
上
、
八
六
頁
）
、
「
人
ノ
私
欲
外

ニ
願
ヒ
物
事
ヲ
逐
フ
ニ
ヨ
リ
起
ル
。
」
（
同
上
、
八
七
頁
）
、
「
豪
髪
ニ
テ
モ
物

ヲ
逐
ヒ
外
ニ
願
フ
ト
キ
ハ
五
官
必
本
体
ヲ
離
ル
。
五
官
ノ
本
体
ヲ
離
ル
ル
ヲ
非
礼

ト
ス
。
五
事
ノ
非
礼
ヲ
禁
止
ス
レ
バ
本
体
即
呈
露
ス
。
」
（
同
上
、
八
九
〜
九
〇

頁
）
、
「
明
徳
ノ
條
理
ヲ
礼
ト
名
ヅ
ケ
ル
。
」
（
同
上
、
八
六
頁
）
と
あ
り
、

「
大
学
解
」
に
は
、
「
五
事
ノ
良
知
ニ
ソ
ム
ク
ヲ
不
善
ヲ
為
ス
ト
云
。
」
（
『
全

集
』
第
二
冊
、
四
四
頁
）
、
「
修
身
ハ
形
気
ノ
欲
に
奪
ハ
レ
ズ
、
五
官
其
職
ヲ
尽

シ
、
五
事
皆
明
徳
ニ
率
フ
を
云
。
」
（
同
上
、
三
一
頁
）
と
あ
る
。

三
十
四
、 

『
中
江
藤
樹
の
儒
学
―
そ
の
形
成
史
的
研
究
―
』
（
山
本
命
著
、
風
間
書
房
、
昭

和
五
十
二
年
）
、
『
近
世
の
心
身
論
―
徳
川
前
期
儒
教
の
三
つ
の
形
―
』
（
高
橋

文
博
著
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
第
二
章
「
中
江
藤
樹
の
「
心
」
の
思

想
」
、
な
ど
の
先
行
論
考
で
は
、
中
江
藤
樹
の
い
う
「
徳
治
」
「
法
治
」
に
つ
い

て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
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